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2 小林 喬

は し か き

毎年8月から11月頃まで､rf鳩都千島海域から道央海域にはサ/マの好漁場が形成される｡そこでは

年により時期によって魚体の大きさや､瓜群の来遊丑が著しく変動する｡その原因を明らかにし､短期

及び中期の柏皮の掛 ､軌況予測の方法を確立することが極めて由歩な課題となっている｡

サンマ漁況に関する研究は､執JB形成の側面からは中村 (1979)､福島 (1979)の報告があるが､魚

群の来遊構造の側面から耽りまとめた報告は殆んどみられない.

一般には､中南都千島海域から遡求海域においてサンマの好 ･不漁は､転年安定して出現する中型瓜

(体長23-28cm)よりも大型魚 (同30､3)cm)の多寡によって大きく左右されるといわれているB

本報告では､1g72年から179年までの大型魚を対象に密度分布､肥満度分布から漁況変動について検

討を行い､好 ･不漁年のサンマ漁況の特徴を明らかにした｡

なお､この研究結果を取りまとめるにあたり､粒重な資料を多数提供して戴いた束北区水盛研究所､

北海道区水産研究所､岩手､福島､茨城､千幸､静岡il話各水産試験切及び敵兵餌紬サービスセンターの

各位には深く感謝する｡

漁 業 の 概 況

本論に入る前に､干糞県以北太平洋海域のサンマ締受納水菜の概況について述べるB

全国の総漁達見は､流網漁薬から擁空相漁業に転換したI950年以降､爪税的に増加し､1954年から

'63年までは年間30万 トン～50万トン台を言己録し貞漁時代を築いた｡その後､鞍淋立の減少にともない

10万トン～20万トン台へと低下したが､1977年以降は賢源が回'tHの兆しをみせて20万トン～30万ト/の

範囲で変動している｡この内道内各iLtへの総水勘散見は､20%～30%を占める｡

若菜隻数は､豊漁時代全国で2000隻にも逮したが､その後漁船の大型化にともなって減少し､】974

年以降は400隻～500隻台である｡

サンマ棒受網漁英は､資源保護のため農林水産省令によって光力や操菜期FulEこ制限がある.すなわち､

光力は棒受網漁英に転換した1950年頃には10KWにおさえられていたが､1966年には30KW､■73年100

KW､そして178年以降は250KWとなり､30年朋で25倍と飛躍的に増大した｡解禁Elは､小型船を擁護

するため大型船ほど遅くしてあり､1988年は小型船 (10-20トン)が8月6日､中型船 (20-40トン)

カ洞 10El､大型船 (40トン以上)が同19日である｡柊漁日は､各階層とも12月25日である｡

各船の出漁日放や漁獲且は､敵城までのEE麦飯､魚群照度などによって異なるが､主に繭千島から三陸

までの沿岸域で捷英する小型船の似合は､1航海の平均所撃日放が3EIF即位で､平均漁凄見5-)0トン

である｡一方､沖合域で撫菜する大型船のそれは5El開放で10-30トンである｡

材 料 と 方 法

1972年から'79年までの8年｢帥こわたり､8月から11月までの漁期間中､千丑県以北のサンマ水跡 プ

主弊掛 こおいて漁況聞取調査､魚体測定粥壷を実施した｡

漁況聞取粥杏は､水掛 1'E]執こ3隻～5隻を抽出し､操業E]致､捷業回数､漁獲見､魚群密度などに

ついて禍べた｡魚体測定調査は､同じく水掛 fEl毎に1隻～5隻から原本魚を無作為に採坐した｡IB]

当りの原本尾数は､大中小型魚を含め約1∝促で､測定項目としては性別､体良､体虫､生殖娘虫虫な

どである｡
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発育段階､生活年周期の区別

小林ほか (1968)は､サンマの成長や成熟､移動､回遊などを換討し､発育段階として卵畑)､推.tfUpl

幼魚期､成糾抑こ分け､次に成魚刺の生活年周期として紫餌期 (大型魚はさらに北上畑は南下)抑こ区別)

産卵率偏糊､産卵畑Iに大別している｡

それに従うと､本報告の材料は雨下索餌期と産卵準備期のものと考えられる.すなわち､滴下紫叫畑】

は､卯浪曲見05g未満の個体の出現率が群全休として50%以上を占めたJm間であるUまた､産卵嘩偏WJ

は､同05g以上30g未満の個体の出胡率が群全体として50%以上を占めた期rLF】である｡そして､南下東

田期と産卵準備期に対応する回遊群を､それぞれ南下索餌群､産卵準備郡としたC

各回遜群の来遊状鰍 こついては､密度 (l相当り平均漁獲尾数)分布と肥満度

から検討した｡なお､ここでLは体長 (cTn)､Wは体缶 (ど)である｡
(fv･×1,000)分布

結 果

1各回遜群の来迎状態

1972年から179年までの8か坪r抑こおける大型瓜の卵娘恵良の経時変化 (図1)から､南下紫餌郡と

産卵準備群の出現時期は表 lのように示される｡それによると両群の出現時期は､年によっても､また

(05P 脚 os-10P■■ll0-307

図 1大型魚卵JSJiAの時期別変化
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時期的にも異なるが､およそ以下に示す3つのタイプに分けられる｡

(1)甫下乗餌群主体の年

1973年､'75年､-78年､179年のLIカ年

句境まで主体となってLtJ.現した｡

この郡の分布域は､中南部千鴇海域の

(図2)｡密度は､1973年が最高で11,50

肢の分布域が広く形成され､それが長

洋海域にかけての推定弧獲鬼は､10-2

千̀

ol

､南下索餌群が漁期初めの8月F句頃から漁期末の10月下

ルノブ島沖からェトロ7左肘t】および逆火海域となっている

最低でも'78年の7.100であった (衷 1)Oこのように高密

扶したため､｣ヒ牌L121iE以｣との中南部千島海域から道央太平
ン台の好軸に嫉まれた｡

また､肥満度はLlカ年とも高い値 (45十50)を示し､地艶的には遡求海域より東方の中南部千島海I"llI

域で高かった (表 1､EZ)3)

蓑1 回避群別P糊 状態と漁雄Aおよび肥満度
■

≡ 芸 回 遊 群 は 時期 よ警 憲 芸 よ完 等 芸 推定総漁- 平糊 巴縦

10'庵 トン

南下東餌群 8月23日 11 75 100 42

1972 産卵準備郡 9月1日 0.6 8.1 4,000

南下索餌群 8月24日 68 93 17.300 44

産卵準備群 10月5日 23 114 2.800 41

'75 南下索餌群 8月22El HO 89 日8.400 47

'76 産卵準備が 9月5日 26 73 10.000 44

南下索餌群 8月20日 l 19 104 17,100 43

'77 産卵準備耶 10月7日

178 雨下索餌群 8月22日

･79 酢 索餌群 8月30日 IB4 85 102.000 45

姓､ 南下来餌群､産卵準備群 一 大型魚､約8,000尾で1トン
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(2)主群か漁期中南下索餌群から産卵準備群へと移行した年

1972年､'74年､-77年の3カ年は､漁期初めの8月下旬に南下索珂即が現われ､その後産卵準備Bfへ

と移行するが､その時期は1972年が9月初め､1974年､'77年が10月上旬であった｡

南下朱印Rfの分布域は､3カ年とも南部千島海域と滋東海泌 こみられるが､その範囲は狭い (図4)｡

密度は1972年が1,100､'74年6,800∴77年1,900で各年とも低かった (点 1)｡産卵準偏肝へ移行すると､

分布域はRi束海域に限られ､その範囲bさらに狭く､かつ分散している (EZJ5)｡密度も】972年が600､

174年2,300､∵77年700で､明らかに先に出現した南下東餌群に比べ一層低な･'ていた (義 1)｡

このように漁糊Fu仲 に南下索餌群から産卵準備群へと移行したことによって､北緯42度以北の南部千

島海域からiH束海域にかけての推定漁獲最は､3万トン以下と少なく不軌 こ終っている｡

また､南下索餌群の肥満度分布を図6､産卵準備群のそれを図7に示すが､前者の値は42-44､

後者の値も41-43で､先に述べた繭下乗fEF群主体の年のものより低かった (表 l)｡

(3)産卵準備群主体の年

1976年だけが漁期初めの9月上旬から産卵準備郡が出現した｡この群の分布域は､中南部千島海域か

ら道東海域にみられるが､その範囲は狭く､分散しており､密度も2,600と著しく低い (EZJ8)｡

このような分布状態から､北緯42度以北の中南部千島海域から道東海域にかけての推定孤横長は､1

万 トンの大不漁に終わっている｡

また､肥満度分布を図9に示すが､その他は平均44で不漁年共通して低かった (去 1)8

2 各魚群の来遊状態

(1)魚群の仮牧

図2に示すように､雨下索餌群は中南部千島梅域から道央海域まで広範囲に､しかも長Plr抑こわたっ

て出現する｡また､この群の分布の垂心は主として中南部千鞄海域と道東海域に分れて存在することか

ら､それらは混合することなく､一定の独立性をもって別々に移動することが想定されるO

そこで､北撫42度以北を対象とし､東経147皮線を中心に以来の中南部千島海域と､以西の道央海域

の2つに区分した｡次に､両海域に出現した雨下索餌群で卵典並立が05g以下の個体の出現率の経時変

化から､図10の影で示すように､いくつかの魚群に区別できると考えた｡その根拠となる解釈は以下の

通りである｡

すなわち､漁期当初の8月下旬は卵巣垂虫05g未満の未熟群が掛 ､比率で出現したのち､卵巣の発達に

ともなって未熟個体が少なくなる｡その後再び未熟群主体の新たな群れが出現するが､この群もやがて

卵塊が発達する｡このように､8月下旬から11月上旬の漁l抑uJにおいて中繭雑千島海域から道東海域に

は順次未熟群が現れる｡それらは共通の要求をもって行動する個体の染まりであると考え､ここではそ

れを魚郡と呼ぶことにした｡

なお､魚群段階の解析はFf料が比較的豊富な南下索餌群主体の年に限って以下述べることにする｡

(2)南下索餌群主体年の魚群の来遊状態

南下索餌PF主体年の)973年､■75年､●78年､●79年の4カ年の魚群の来遊状腰を表 2に示 し､各年の

分布状況 (密度 ･肥満度)を以下に述べる｡

1973年 (図11､図12)

南部千島海域には､8月19日羽1魚群が出現した｡この郡の密度は6,100で高くはなかったが､肥満
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-I:I.ill:-I.::∴ -∴ ∴ 言 TtIi∵_∴ i土 . . い . .. .･. ..L･ .

その密度は､第2魚群が11,200､第3血甲 i14･400でともに苗か-た｡その後､10月8日落石沖から釧
路沖にかけて第4魚群が山塊した｡この群の密集域は広く形成され､常皮b15.600とこれまでに現れた

魚群の中では息も高かった｡淑期末の11月1E]大黒島沖より広尾沖にかけて節5舟l群が出現したが､密

度は3.800で最も低く､肥満皮も44と低かった｡

1975年 (図13､図14)

南部千島海域のエトロフ鬼神には､8月22日第 1魚群が出現した｡この群の密度は4.700で漁期初め

.I.i.A.:.':I:∴ ∴ ‥l:..,'∴ ■̀-_J‥ ‥∴ ∴ ∴ ㍗."./ :- ::I.:.-LL..=∴

買3.900であったOその後､10月9Elエトロフ島沖に現れた第第3魚群が出現したが､密度はさらに高

4魚群の密度も13.200と高かった｡

::I"i:'二 一二:-:.J h/ .:..:一､∴ ∴ ∴ ∴ ∴ ∴ 1∴ LI..･::i二…''JI'':

あった｡また､各魚群の肥満度は46から4.8でやや高かった｡
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嘉 2 南下兼餌群の魚群の来逢状態と漁礁JL及び肥満度

1975

項El 出 Bl l暮■当り 1集1吸平句 平均

平均&洗 練井 ZLiIJL 巴ifEF

魚群 時 期 晦 故 回教

中
繭

S

千

島

沖

)Ol堪 ト/

月19E) Sl 142 119 50

並 1 8月26El 123 101 155 50

史 2 9月13日 112 95 133 J18

沖 3 9月22日 144 104 187 J16

4 10月 8日 156 90 176 46

5 11月 1El 38 114 54 44

1978

項E] 山 胡 1杓当り 1里1俊平句 平均

平均血姓 操業 漁iIJLだifJX
魚即時 朋 尾 散 回数

中

爾

拓

千

も

沖

101尾 トン

8月228 74 102 94 50

月118 66 94 78 47

並 1 9月23E] 88 76 84 47

東 2 10月 lf] 50 99 62 47

q目 出 胡 1網当り 1集1晩平均 平tq

平巧漁姓 捷兼 iL姓Ji だ清正
魚軒 時 期 毎 社 回教

101尾 トン

8月22B 47 91 53 18

9月 5El 100 75 94 47

3 9月19日 139 97 168 47

10月 9日 132 119 196 46

述 L IO月 28 132 80 132 48

4L 2 10月 9日 106 98 130 46

沖 3 10月27日 77 78 75 47

1979

項目 出 現 lfR当り 1斗 lgE平均 平均

平均漁洗 練36 漁i(JL だ浦肝
魚群 時 期 尾 鞍 回恕

10)尾 ト/

月30E] 74 110 102 19

月16El 62 72 56 15

せ 1 9月 5日 53 77 51 49

東 2 9月16日 60 88 66 45

沖 3 10月 7E] 117 106 155 45

10月271] 80 74 74 45



8 小林 商

1978年 (図15､図16)

中南群千鳥海域のウルップ島沖には､8月22El第1魚群が出戟した｡この節の密度は7.400で漁期初

めの魚群としてはやや高く､蛸 皮も50でEしく高かった｡その後､9月日日にエトロ7島沖からウ

ルップ島沖にかけて那2魚群が出現したが､密度は6,600でやや低かったものの肥胤空は47でやや高かっ

た｡ 道銀海域の落石沖からgr路沖には9月23日訴1魚群が出現した｡この群の密度は､8.800とやや

高かったCその後10月1日に落石沖から伍尾沖にかけて第2魚群が現れたが､密度は5.000で各大枚即の

中では最も低かった.肥満皮は､第1瓜群､那2魚群ともL17でやや前かった｡

1979年 (図17､図18)

中南部千島海域のウル y7'島沖には､1972年以降で巌も遅い8月30日に祈 1魚群が出現した｡このRf

の密度は7.400で漁期初めに現れた魚群としてはやや商かった｡また､肥満度も49で高かった｡その後､

9月16日に色月島沖に第2魚群が出現したが､密度は6.200､肥満皮もLI5でともにやや低かった｡

道東海域の落石沖には､1974年以特長も早い9月5日にgH A群が出現したが､密度は5.300で低かっ

た｡しかし､蛸 圧はLI9で高かった｡鏡いて同16El､逝束一帯に那2魚群が出発したが､密度は6.000

で低かった｡その後､10月7日大属島沖から広尾沖にかけて節3瓜群が出現したが､密集域は広く形成

され､密度はll.700で各魚群の中で点b高かった｡同27E]には大浦由からエリモ坤沖にかけて那4PlRf

が出現したが､密度は8.000で最後の魚群としては瓦か･･'た｡また､苅2､第3､第4瓜伴の肥鵜蚊は

いずれも45でやや低かった｡

了 棄

漁況は､魚の来遊乱 海況､敵斬 力甲の3つの系が校合したものである｡その中で漁況変動の上体
は魚であるという批点から､その内零を枚対した｡

その結果､各回遜群の特性は次のように要約できる｡すなわち､繭下乗餌群は分布域が広くて密度が

高く､肥溝皮も高い｡一方､産卵準点群は分布域が狭くて密度が低く､肥満度も低い｡このように､肖

られた各回遜群の特性は従来の研究桔柴 (小林はか1968)とも一致していた｡

次に､中南部千島海峡及び道楽海域にttI現した大型魚について､好､不漁年の漁況の特散を述べる｡

好漁年 (1973年､175年､-78年､-79年)は､漁期初めの8月下旬から漁期末の10月下旬頃まで南下

束餌群がいくつかの軌群に分かれて､10.000前後の高密度をもって10日から20日間の周期で相次出現す

る｡また､肥満度も45-50と高い｡一方､不漁年 (1972年､●7Ll年､-76年､'77年)は魚群の出現数も

散発的で､しかb宵BZzは5.000以下と低く､肥済度も4I-45で低い｡さらに､不漁年に共通している

のは､密度のlない雨下東餌群からより

り(1972年､'74年､77年)あるいは或

今後は､北上束が肝の分布特性の把･ニーミ･:::二

い産卵準備群へと移行するのか､漁期半ばからみられた

･らみられたり()976年)することである｡

南下柴田群がいっ頃､どの海域で､どのように産卵準備

群へ移行するのか･次に､中南部千綿 甲と桝 楓 こは した組 群帆 それぞ他 立性経 って別々

に誓 言…冨:霊 Lal誓 言三.b…芸器 皇芸誌 や魚朗 互の帆 さらには各魚群の分れ 移動

と海洋横道との関係を究明する必要がある｡そのことによ.･'て､各AL群の特敬が浮きぼりにされ､そし

てより一層掃皮の高い漁況予測が可能になると考える｡



サンマ大型瓜の漁況変動について 9

要 約

1972呼から.79年まで中南郷千島海域から此奴海域に出現する大型魚を対象に､密度分和､肥消皮分

布から漁況変軌 こついて検討し､好､不漁年のサンマ漁況の特徴を明らかにした｡

).好漁年 (1973年､'75年､'78年､'79年)は､密度の高い南下索餌群が執神州1(8月下旬～10月下

旬)を適して広範囲に出現した｡一方不漁年には南下索餌群から､より密皮の低い産卵準偏群への移行

が漁期半ばからみられたり (1972年､∵74年､●77年)､あるいは漁期初めからみられた (1976年)｡

2繭下乗餌群が主体の好漁年には､10,000尾/桐 前後の拓密度をもって10-20E日tl]の周期で波状

的にLI～7魚群が現れた｡しかし､不漁年は魚群の出現も散発的 (1～4月l群)で､しかも密度は

5.000尾/桐 以下と低かった｡

3両下条餌群に現れた瓜群の肥満度は､好弧坪では44-50と前く､不漁年では42-45と低かった｡

文 献

小林 森 ･若生 允･内藤政治 (1968)サンマの生活に関する研究 (第 1報)秋生まれ系統郡の成魚の

集合特性について 北水式稚 g I-45

小坂 淳･体 中八 (1980)サ/マの発育iA程における自然死t:安田と野坂評価をめぐる若干の間組点

サンマ研究討論会議三拝線 束北水研 荊29回 99-10)

中村保昭 (1979)サンマ漁槻形成に関する研究 史北海区北都の弧BZ前線の時空肘岬】変化とサンマ湘城

の分相 ･移動 静岡県水試研報 13 1-20

全国さんま漁業協会 (】987)さんま棒受納漁業関係資料 25
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北水拭研報 35.29136(1990)
ScIRepHokkaldoFLShExpSin

新 しい若齢ケガこの採集器具と採集結果

佐 々 木 潤 ･ 名 平 勇

(北海道立釧路水産試験機) (荊5天昭丸)

Anew samplinggear

foryounghalrCrabs,

Er･imacrusisenbechii(BRANDY)

JunSAsAKJand lsamuNAHTRA*

HohhGLdoKasyiL′pFLSAerLeSExperLmen/a/▲5Tza/LOP

Jya,mado,KLISAL′p,//oJも由Ldo645,く如 J7
*RL/,renŝOLLManLJV05

〃/あお〝zazsLL<̂0,KLISjL′q HoJihaLdo641,JaJm

29

Anewsamplinggear1.NAHIRA-typebeamtrawl■wasdeslgnedforstockaSSeSSmCnt

oryoung hal一 Crabs,ErLmaCrLLSLSenbecJM An experlmentalassessmentofIts

perrormancewasundertakenlnthenorthwesternNorthPacITICOffKatsurakolnear

KushlrOaL36m lndepthonOctober3.1989and1571ndlYldualsvarylnglnS12:efrom

10-52mm LnCarapacelengthwerecaught.mdlCaLlngthatthenewgearwouldbeuserul

andpromlSlng

緒 言

若鮎ケガ二の採躯漁具を開発することは､ケガこの資源評価を行うための非常に重要fj:課題であるo

Lかし､若齢ケガ二の採非岩旨具については､阿部 (1982)､I.も薄 (1986)の報告があるのみであり､こ

れらの報告では船只 ･採災方法の記載が明確にされていない｡

本研究は若齢ケガ二の採火用に設計された ｢名平式ビームトロール｣を肥載するとともに､この器貝

を用いた若齢ケガこの採銀結果を報告する｡

本文に先立ち､鞘丑の実施にご協力をいただいた北海道立釧路水産試験収用船節5天昭丸乗組員の皆

様に感謝の意を去する｡また､エビ類･貝類の種の査定について､北海皿大学水産学部 駒井智幸氏に､

カレイ頬の種の査定について､北海必区水産研究所 南卓志博士にご協力を陥ったC深く感謝の意を義

する｡

報文番号 A168(1990年8月23日受理)



30 佐々木 潤･名平 的

材 料 と方 法

採集器具の妃載

採浬器具 ｢名平式ビームトロール｣は､北海道立釧路水産試験場用船第5天昭丸 (1216トン､ディー

ゼル)40馬力)用に役計されたものであり､阿部 (1982)､鳥津 (1986)らの用いた器具の改良型であ

る.この採袋器具は胴胸部のHJl口が縦160cm､械182cmで､グランド･ロープに陶製のおもり (Fig2-

D)とチ1-ン(FI古2-E)をつけた全長が1380cm(袖網部560cm､胴網部680cm､胴尻郎140cm)の

小型ビームトロールである (Flgl､F)ど2-A)a

この採染器具の特徴は､阿部 (1982)､鳥葎 (1986)に比較して次のことが改良されたことにある｡

すなわち､①袖網邸の開口のため､良さ425cm､直径28cmの鉄製ビーム (鉄軌 こすることで強度を増し

た)を取り付けたこと､②海底品質を掘削するため､胴網開口部の前方60cmに､2cmFu】隅で先を尖らせ

た良さ39cm歯を付けた長さ182cm､直径34cm鉄管にビ-ムを取り付けたこと (FI尽 1-D､Flg 2-

B)､③多具の砂泥が人柄した襟の破網防止のため､砂泥を除去可能にするための脱着可能な胴尻郡に

したこと (Flg 3)､である｡

特に③の脱着可能な胴尻部は､多良の砂泥が入網した場合には､胴網部末端のロープを引き上げ､胴

尻部を外して砂泥を除去することが可能であり､また､多良の採染物が人相した場合にも Flg 3-

C～Eに示したように､胴部と胴尻部の校合部を1/4程度解除することにより容掛 こ網から採火物を取
り出すことが可能である｡

採集方法

採集は､1989年10月3El午後2時に北海必太平洋沿岸佳恋沖､水深36m地点(42154′N､144-24′

E)において､この器具を175mの手付納結び､船速1_2ノット机後で航行中に左舷から海中に降下させ､

着艦後､等深線に沿ってt2ノット前後の速度で10分ruI虫網し､停船後､手付網をドラムで巻き上げ､

左舷から船上に回収するという方法で行った｡

採集された横木は､10%フォルマリン溶液で闇定後､ケガ二については甲良を測定し､他のものは個

体政と種の査定を行.'た｡種の査定は､それぞれの分Xfi群についての最近のモノグラフによった (具体

的な文献名は呈示しない)｡

結 果 と 考 案

採光実検の結果､甲良10-52cmのケガニ157個体が採坐された (Table1)C採集されたケガ二のモー

ドは､甲長12113cmと36-37cmにあり､阿部 (1982)によると､前者は4齢期､後者は9齢期と推定さ

れた｡ケガ二と同時に採鎖された生物は TablC2に示した｡

若齢ケガ二は､水槽観葉から潜砂する性質があると考えられる (尾身 1971･佐々木 未発表)｡

ケガこと同時に採染された標本にエゾハマグIJ､エ/ヌノメ等の埋在動物 (lnfauna)が含まれている

ことから､この採架器具は海底基質中の生物を採集することが可能であり､基質に治っている若齢ケガ

ニにも有効であったと考えられる｡なお､阿部 (1982)､鳥葎 (1986)には､貝体的な採娘方法やケガ

こと同時に採集された生物が示されていないので､本調査と比較できなかった｡

また､この設具の漁具効率等については今後の課題である｡
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Flg1 DlagramSShowlngNAHIRA-typebeam trawlforyounghalrCrabs
A wholeview a:upsldeview C:deyelopmentalyleW D detailofbeam wllh

teeLh.Abbrey18tlOnS

hr,handrope(¢21m).ba.bar(wooden,65cm),np,netpendant(¢12mzn).fl.

floaL:hT,headrope(¢12mJ))wlthfloats.be.beam (steel,¢28EnD,425cm),rp.

rope(¢12u),ch,chaln(908m.7kg),gr.groundrope(¢12mJD),CW,CeramlC

welghts(45mmX¢35u,75gx24).wn.wlngnet(20mmmesh,handlngrat10025).

bt,beam wlthteeth(steel.434DJ),182cm),bl.belly,ce.codend(3mm mesh,

detachable);cl,codllne(¢lLlu),br.bar(steel.¢35Ad),140cm);un.upperTletOI

belly(20mm mesh).sn,sldenetolbelly(20mrnmesh);Ill.lowernetofbelly

(20mm mesh):us.uppersldepanel(20mm mesh);)S.lowersidepanel(20mm)

mesh)
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要 約

Wrしい若齢ケガ二の採Aき拙只 ｢名平式ビームトロール｣について報告した｡この採集岩旨具の特軌 ま､

抽掲鰍 こ鉄割のビームを持つこと､桐桐部のじ対口部に歯の付いたビームを持つこと､胴尻邦が脱者可能

なことである｡この採塊訟只を用いて､北海芯東部太平沖iti岸桂恋仲､水深36m地点で1989年10月3El

に甲良10-52cmのケガニ157個体を採染した｡

文 献

尾身栄典 (1971) ケガニ天然幼生の飼育 北水式月報 28(5)2-7

阿部晃治 (1982) ケガ二の脱皮回数と成長について 日水誌 48(2)1571163

.〔主滞 雅 (1986) 北海道東和太平洋海域におけるケガニ椎ガこの分布と成長 数培技研 15(1)

43-49

Flg 2 Det且lIofNAT-‖RA-typebeam trawl

A 且PPearanCe,B beam wlthmoat,S.C headropewlthfloat.

D groundropewlthceramlCWClghts,冒 groundropewlth

chaln.

F beam wlthteeth(magn)FICatlOn)
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Flg 3Detallsordetachablecodend

A wholeγlew,a codllne.C detallofJOlntbetweencodendandbelly,

D-E showlngaWaytOunblndtheJOlnt.Wherecenterlme(Shortarrow)

lSdrawn.thentheJomtlSreleasedalongthedLreCtlOnOflongarrow

(D).FIG showlngtheJ'01ntpart,SOrcodendandbelly,arrows(G)lndl-
CatlngamarglntObesewupwlthbelly.
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T8ble1.SizedlStrlbutlOnOrErLmaCrLESLSenbechzzbyNAHIRA-type
beamtrawHromoffKatSurakolnearKush】roonOctober3.1989

Rangeofcarapacelength(mm) Number
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Table2 CatChrecordsofNA‖lRA-typebeam trawlexceptother
thanErEmaCrLLSISenbechH

SclentlrlCname Catchlnnumber

PORIFERA 海稲動物FEI

Demosponglae 普通海綿N

Hadrorncrlna 硬海綿El

rcrL'/jTcsp

SLLberLLcssp
Haplosclerina 坤骨海税目

〟aJJcJo/laOCuJaLa(L)ヤワクタカイメン

MOLLUSCA 軟休動物rl

G且StrOpOda 脱足N

Mesogastropada 中腹足目

CシフpEo〝CELCaSP

PLLSLZrLZonoregonensLS(REDFItILD) アヤボラ
Neogastropoda 新版足El

jyLCL/LLSLLSSCESSLLraZusDALL オオエ/ソワパイ
NepILLJeeapo/ycosLaZaScARLATO エ･/ボラ

8LLCCLnLLm OPLSEhodecE〟mDALL クビレパイ

Tumdaesp

B)valvla 二枚貝網

目eterodonta 果歯目

CTaLVELJk/でaadamsL(REEVE) 工./ヌノメガイ

LLOCyma/ZLLCELLOSa(GouLD) エゾハマグリ

Cephalopoda 頭足舛

Octopoda 八鹿形El

Pm cLopLLSCO〝LSPOdLCeuS(SASAKI) ヤナギタコ

ARTHROPODA 節足動物FI1

M且LacostraCa 軟甲鞘

Isopoda 等榊El

JPocLne/0lnLZCuZoLaSCHIOEDTEetMEINERT タラノL/ラミ 5

ruLicepsノCPO〝L-cueIWASA シオムシ

Amphipod8 蛇脚目

Ano/りばSp.

AJ72Pe/LSrqbrpuL'comLS(COSTA) クビナガスガメ

Monocd/odesLrL'mnopAL'/LLSノaPOJILCLLSNAGATA

Decapoda 十肋目

CLLa/LEG/ObrLCL'L(KROYER)
CLLG/LLSmLdbbndorHLBRASHINIKOV キタツノモエビ

PuraCra/甘oneĈmaLGDANA カジワラエビ

176

4

3

1

86

8

1(young)
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Yable2.Conhnued.

J4/.gLSSp

CrawondaLYLRATHBUN ミ/ェビジ十コ
&JTerocrangonborpas(PHIPPS)キタザコエビ

触 ′ⅥsperELnqLLLS(STIMPSON) カイメンホンヤドカリ

CkL'oJ70餌･eLesbaErdLRAl11BUN オオズワイガニ

Te/messLLSCJieLragO〝uS(TlLESIUS) クリガ二

ECHINODERMATA 搬 動物FEI

Asleroldea ヒトテ1

Forcipu18ra 叉♯El

A.5･LcrLaSam LL′で〝SLsLUTKEN キヒトデ

CHORDATA 脊索動物門

OstelChthyes 腰件礼ifI

CIupeilormes ニシン日

EngraLLLTE'SノOPO〝L'cLLS(HOUTTUYN) カタクチイワシ
Sa1monllormes サケ目

SpLrL-ncJhS/Onceo/alas(HIKTTA) シシ十モ

Gadl†ormes タラ日

LEYegLnLLSgraCL/ES(TILESIUS) コマイ

Percirormes スズキ目

J4′TEoscopLLSノaPO〝LCLES(STErNDACHNER) -タハタ

LLLmJWnLLSSagLELGWILtMOVSKY ウナギガジ

SLLC･̂ceLLSg/rlgOr/eLLMHERZENSTEIN ナか′カ

55(young)

22(young)

1212(adult)

I(young)

Ll(adult)

1(young)

5(young)

16(young)

5

I

5

48(young)

65(young)

29(young)

15(young)

2(adult)

ScorpaenlrOrmeS カサゴ目

PBJJasJnaeryllgJaJORDANetRICHARDSON ヒケナガヤギウオ 5

PodoLiecLLS L̂ompso〝LJORDANetGILBERT ヤセトクビレ

HemLErLPLerLLS ULlJosus(PALLAS) ケムシカジカ

Enop̂qsdLCerOLLS(PALLAS) オ二カジカ
NCmL抱｡LdoLLLSgL/bcrLL'JORDANetSTARKS ヨコスジカジカ

MyoLOCePAaLTLES/'aoJHCUVIER) オクカジカ

{̂yo.rocep̂aLTLESSP

7hg/opsJO′滋nL'(SCHMIDT) カラフトカジカ

LLParLSagaSSLZLLPUTNAM I/?+9*

PleronecllrOrmeS カレイEl

物 ogZossLLSSLeJIOlepLIsScHMIDT オヒョウ

2(young)

3(young)

1(young)

2(young)

55(young)

2(adult)

1(young)

1

1(young)

I(adult)

2(young)

CYLdoderJZOGSPe"LmLLm(TEMMINCKetScHLECEL) サメガL,イ 】(young)

InthlStable.youngsandadultslndlCatelmTTlatureandmature

lndlVIduals,respective)y
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ホソメコンプの群落形成が阻害される原因についての一考察

阿 部 英 治 ･ 名 畑 進 一

(北海逝立網走水産試験槻) (北海道立釧路水産試験蛸)

垣 内 政 宏 *…

InhibitionofcomrnunltyformationOf

LamlDarl'arelJilOSaMIYABE

ElilABE.ShlnlChlNABATA**and
thelateMasahlrO KAKIUCM

JyOA由L'doJ4basyBLrLFLSknes物 )72eJ2Je/.5ia/LO.7

MasLELZm,A血shLrL,HohiGL誠フ戯汐JV,Jajm

ftHo地 LdoKLISAL′pJTL如erleS物 menzC/SzaLLOn

Ha〝∽<jeO,KLLSytL′q //oJuaLdあ飾 如

Commun■tleSOrLamJnarlarelJ8･10SOMIYA8Eareformedeveryyearonaflat

shorereef(30-40cTndepth)lnthelnlerlOrOfOshoroBay.OLaru.Hokkaldo These

comlTluTntleS.however.cannotbegenerallyfoundonagentlyslopedrock-bed(10-12

m depth)adJacenHotheTlatshorereeflnorderloelucldatethecauseofsuchan

Lnh)bLt)OnOrCOmmurLltylormatlOn.ropesWereattachedtothegentlyslopedrock-bed.

I,reJigLOSaWasgrownOntheropesandrormatlOnOrItsCOmmUrutieswascompared

tothecaseortherlalshorereef.

(1)CommunitlCSOri L･eJJgJOSaWererOrmedbothontheflatshorereefandthe

一opedbed,butnotonagentlys)opedrock-bedwllhthesamedepthadJaCenHOthe

一opedbed,

(2)lnthecaseoHhegentlyslopedrock-bedlnCludlngthelopedbed(10-I2m

depth)adJacenHotheflatshorereef,thebladelengthofthesporophyteofL,reJJgLOSa

wasshortcomparedtothatofLndlVldualsonthe30to40cm depthflatshorereef,

becauseorthedelayorthelremergenceanddamagebythepredallOnOrSeaurChlnS

ContratylothlS.therelahYegrowthrateofthesporophyllontherock-bedwashlgher

thanthatontheflatshorereef_

(3)Inthecaseotthegentlyslopedrock-bedincludlngtheropedbed(I0-12m

粗文番号 A169(1990年8月23日受理)

+事暮垣内政宏氏は昭和63年4月16El死去
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depth)adjacentLother)aLshorereef,sporophytesofL reJJglOSBWeregrazedbysea

urchins,SLrongylocentroLusLnLe'･medJus(A AGASSIZ),durlngtheperiodfrom April

toJune,butnotbyarLySeaUrChlnSFrom NovembertoFebruaryofthenextyear

(4)ThemeanCoverdegreeoracrustosecoralllnealga.NeogonLo1'Ehonsp,was

about73% bothontheflatshorereefandItsad)acenLgenLleslopeofrock-bed(I0112

m depth)wILhnoslgnlficanLdlflerence

(5)AmongphysICalandchemlCalenvlrOnmentalfactorsatI2m lndepth,temper-

ature.pHandluuT-nanCeWerefoundtobeoptlmUm foreachllreStageOf1,reJLg705a

CurrentyelocltyOfseawater,however.wasabout65%一owerthanontheflatshore

recratltSdepth,being30to40cm

(6)wherLLJ.reJJgJOSaWasartlflClallygrownonthegentleslopeofrock-bed (1 0-

12m depth)ad)acenttotheflatshorereef.communltyformat10nbyIts2n-generat10n

st8gCWasnotlnhlblted 】nconcluslOn.OneOlthecansesofthegenerallylnhlblted

commur"tyformatlOnOrLTeJ1gLOSaOnthegentleslopeorrock-bedseemstobe

orlglnatedfromfactorsLnItsn-generatlOnStagelnCludlngadheslOnprocessOr2･OOSPOreS

ま え か き

ホソメコンプLamJD8〃BTeJLgJOSaMIYAl】Eは､北海道日本海中南部沿岸一体の水深5m前後ま

で分布する｡しかし､その群落の多くは水深 1mまでの狭い範淵に集中している｡後志北部でも通常水

深約50cm (湾内)～約1m (外海)以珠の海底ではホソメコンプ群落が形放されない 1)｡近年このよ

うな場所の中でも､特に石灰藻以外の海溝類が生育しない状態を K哉焼け-と淋し､その発生の-凶と

して､ウニ頬やエゾアワビfj:どの大型植食動物による食害および致種の無砕石炊事の表層剥AEによるコ

ンプの流失現象について報告がある'~Ln｡

一方､このような漁場に天然石やコンクリ-ト･ブロックなどの基質を投入すると､1年-2年Ft11だ

けホソメコンプを中心とする海藻群落が水深5m前後まで形成されることが知られている2)-)B).さら

に､寒菊的手法 (天然採苗)を用いると､ホノメコンプは深度10m前後まで石生する1')｡

ホソメコンプに関しては､それを取り巻く環境条件の一部を改尊することで､新たな群落が形成され

る可能性を示唆した現象や知見について数多くの報告があるzH )い川.これらのことからホソメコンプ

は本来､天然礁における現状の生育帯よりもさらに深所まで生育できると思われる｡

著者らは､1984年から小村市忍路湾の湾奥の水深30-40crnの平織と迎扶した通常ホ/メコンプ群落

の形成されない水深1-15mの岩叔上で､コンプ胞子体の生育およびコンプ群落の発生と生育に関連

すると思われる生物的､理化学的環境要因について調査研究を実施してきた｡その過程の中で､このよ

うな康く浅い海底の岩貞削こロープを一定間隔で張り付けると､ローブにコンプ群落が形成されるととも

にロープとローブの間の岩車でも何等かの環境改選が行われ､その結果として多くのホソメコンブ胞子

体が着生することを観察した｡

本報告では､忍路湾の湾奥の水深30-40cmの平磯では毎年ホソメコンプ群落が形成されるが､その

平枚と迎摸した水深1-12mの援斜面岩盤では過常ホソメコンプ群落が形成されない原凶を明らかに

するため､その横斜面岩盤にロープを張り付けてホソメコンプを発生させ､その群落形成について1986

年調査結果等を基に平織の場合と比較した｡

報告に際して､調査に種々ご協力いただいた北海辺大学忍路塩梅実験所信太和郎氏に深く感謝する｡
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調 査 方 法

調速機所は､北海道小柄市忍路湾の湾奥西側の毎年ホノメコンプ群落が形成される水深30-LIOcmの
平磯の上 (以後 ｢平織｣と呼ぶ)と､通常ホソメコンプ群落が形成されない水深 1-I2m (平均水面

換訓6)の枚斜面岩盤上 (以後 ｢試壌区｣と呼ぶ)の2水深帯である(FIE1)｡試験区には1985年

10月22日に良さ50cm､往18mrnのタストンライトロープ5本を50cmX50cm範Bflの岩盤に等間隔でコ

Flgl A mapshowlngthelocatlOnOr FIg2 Photographshowingtherope

OshoroBay(A)8mdtheinvestlga- equlPmentS(10-12m depth)

tLOnSltelnthebay(a).(arrows)

ンクリート釘で固定して調査施設 (以後 ｢ローブ施設｣と呼ぶ)を作った (Flg2)Oさらに､ロー

ブ施設の対肘として､ローブ施設左右に憐接した同じ水深の岩盤に1rrTの固定調査面 (以後 ｢対凧｣と

呼ぶ)を設定した (Flg3)｡

平織では､1986年1月から12月まで毎月ホソメコンプを無作意採躯するとともに､1/8rrl(25cm

x25cmX2回)について海藻類を採艶した｡試験区のロープ施設と対照では､1986年 1月から9月ま

で毎月1/32rrt(125cmX25cm)について海藻勅を採集した｡ホソメコンプについては､密度および

現存史を調べ､弟体各部位を測定した｡さらに､植食動物による薬体の食首長について目視で調べた｡

その他の海藻!掛こついては､倭類別の現存虫を調べた｡平磯と試験区のコンプの成長については､1988

年 1月から5月までそれぞれの棚所のコンプの茎部と来状邸の境界から10cm鞍れた葉状部中帯中央に

穴をあけて､最大1iBi問屋度経過した後､その穴までの距穀の変化をnl促 し､個体別の比成長率を算出

した｡

無節石灰執 こついては､平磯と試験区の岩盤鉱質表面を写炎敵影し､写良からその披現面積および分
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Flg.3 ThelocationortheeスPer)mentalsubstratainthe∫)atshorereefarea(30･･10cm

depth),theropeequlpmenlareaandthecontrolarea(bothI0-12m depth)I

国 Theflatsh｡rereerare･

[≡∃ TheropeequlPmentarea(0･5mXO5m)･
匿ヨ Thecontrolarea(1mxlm)I
匿国 The14to15m deptharea

布バターンのW Tを行った｡岩盤の帯出両横および無節石灰藻の故牡両横の計測には､カラー画像解析

装思CIA1102システムHlを用いたo

ウニ矧 こついては､ローブ施設と対照､並びに試験区から5-10m沖の水深15m地点と2m地点

(底質は盤上玉石)で1/4-1rrIの両横採艶を行って､それらの殻往､全重点､生姉娘東条 (5月～

7月)および生息密度を調べた｡さらに､5月と6月にはそれら湘香地点のエゾパフンウニのiFl化管内

に妓存していた海藻片の用頬と洞化管内における外税的占有割合を目視で調査した｡

平壌と試験区の水温およびpHについては､1986年の昼間における周年変化を珊定した｡光条件につ

いては書棚 井ltLI-550(光Bt子センサーLI-192SB)および光旬池鼎灰汁で､1981年3月31El柊El

の光皇子且と照皮の変化を測定した｡海水洗軌 こついては直読式洗連汁 (CM-2型)で､1984年2月 1

日の流速 (cm/珍)を測定した｡

結 果

1ホソメコンプ胞子体の発生時期と生育期間

t986年 )月9Ejの平鎖におけるコンプ拍子体の平均菓長は132cmであった.ここでは前年の12月に

は既に肉眼的大きさの拍子体が出現していたと推定される｡水深 1-12mのロープ地役におけるコン

プ胞子体の平均兼良は20cmで､平GLの個体よりも顕著に小型であった｡対照ではコンプ胞子体が肉眼

的には見られず､2月28日に至って平均兼良143cmの胞子体が扱拝された｡このように試壌区のコン

プ胞子体の出現時期は､平aよりも)～2カ月遅い傾向があった｡

平故のコンプ拍子体が汲托する頗Egは､大袖崎に重体が空中に罵出して枯死する19奴と8引ヒによる続

出だけであった｡ここに発生したコンプ群落の消失時期は毎年12月～翌年 1月である｡一方､ロープ施

設と対照のコンプ拍子体ではウニ頬の抜食により､6月までにその多くが渦失した｡なお､コンプ拍子
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体のgZ拝見の多かったロープ施設では､その一難が9月以降も生育しているのが税察された｡

2ホソメコンプ胞子体の生長

(1)茄 良

平aと放牧区の平均兼良の変化をFlg4に示した｡1月～2月の期間､平織と訟壌区､さらには｡-

ブ施設と対照の拍子体の兼良の間には､胞子体の出現時期の違いに起Edすると推定される差があった｡

平織と試峻区の平均兼戊の最大時期は5月で､平硬1338cm､ロープ地役71.3cm､対照585cmであっ

た｡この時期の平壌､ロープ施設および対照に蕃生したコンプ拍子体の兼良の分散と平均値の間には有

意差があった (危険率5%)｡試壌区のローブ施設と対照では､3月頃からウニ軌 こよって糞状邸先端

を摂食されて､その後兼良を大嶋に減らした｡

ーJ FMAM J JAS 0 N D
1986

FI94 MonthlychangeslnthemeanbladelengthofLLIL771J)arLe

reJJ'gLOSa lnthe∫)atshorereefal-ea.theropeequipment

areaandtheconLro)area

- ･- TheFlatshor･ereefarea(0.3-04m depth).

TheropeequlPmentarea(10-I2m depth).

Thecontrolarea(IOIL2m depth)

(2)兼良の比生長率

19舶年 1月～5月の平織と甜 区に着生したコンプ拍子体の兼状串の基錐から兼長10cm部位間の平

均比生長率と同時期の平均兼長をTablelに示した｡平鉄と洗峻区の平均比生長率の最大時期は2月

であった｡1988年における鞘 区のコンプ胞子体の平均兼良は､19鉱年と同じ原因のため平故の個体よ

りも小屋Iであった｡しかし､旺検区の兼良の成長速度は平GIのそれにBEれ､その平均比生成率の最大値

は､平横の最大値を20%上回った｡

(3)並 幅

平級と払暁区の平Jg兼幅の変化をFlg5に示した｡平壌と拭験区の平均兼帽の最大時9日ま5月であっ

た｡5月の平均兼幅は､平織で107cm､ローブ施設111cm､対照119crnで､このときのそれぞれの

場所の薬幅の平均値のrulには有意差がなかった (危験率5%)｡
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Table1RelatlVegrowthrateofthebLadeLengthatapartOHOcn from theblade

baseorLamJnarJBreJJgJOSLZlntheflatshorerccrarea,theropeequipment

areaandthecontrolarea(bothI0-12m depth)lnOshoroBay,ln1988

FIatshorereefarea RopeeqauiSmce.nntt,a.rleaarea

Relativegrowthrate Bladelength Relativegrowthrate BLadelength

(cm･cm~一･day~1) (cm) (cm･cm~1･day▼l) (cm)

Jan 14th-)gLh

Feb Zth-5th

Feb t8th-25th

Mar 8th-t4th

Mar 22th-28th

Apr 12th-20th

May llth118th

008)tO033

0072±0023

0099±0013

0057±0023

0073±0019

0052±0016

0030±00】4

563±189

1069±197

877±244

1462±50I

1682±LI58

1749±375

118Ll±359

0101±0031

0123±0019

0103±0014

0106±0008

0109±0016

0061±0009
0033±0∝19

184j:64

351±9.1

717±140

791±109

807±110

728±157

1226±248

I1Bladelength TheFrondsatcollectlngtLrne

I2Mean±standarddlVlat10n

(E
c))
Lll
P
IN
L
a
P
EZt血

'＼

JFMAMJ JA S0 ND
1986

FIg5 MonlhlychangeslnthemeanbladewldLhorL rellgLOSLZln

theflatshorereefarea.theropeequlPmentar-eaandthe

controlarea SymbolsandexplanatlOnaSlnFlg 4

(4)垂藍虫

平磯と試験区の菜状部湿意見の平均値の変化をFlg6に示した｡平壌と試験区の楚状部湿虫菜の平

均値の最大時期は5月で､平哉7H g､ロ-プ施設503g､対照381gであった｡試験区の胞子体の恭

重宝は平織の1/2-2/3程度であった｡
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(5)肥大皮

平織とも(検区における平均肥大度の変化をFlg.7に示した｡1月～2月の平織の胞子体の肥大齢 ま

拭壌区の個体よりも高く､拍子体の出現時期の速いに起因すると見られる肥大生良の差が拙策された｡

しかし､その後9月までは逆に王式牧区の拍子体の肥大皮が平鎖の個体を上回った｡
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Flg6Monthlychangeslnthemeanblade Flo7.Monthlychangeslnthemeanor

wetwe唱htofLTeJlgLOSalntherlat bladesubstantlalltyOr

shor･ereefarea.theropeequlPment ireJJgLOSalnnatshorcreefarea.

areaandthecontrolarea Symbols thcropeequlpmentareaandthe

andexplanahOnaSlnFlg 4 Controlarea Symbolsand

explanatlOnaSlnFlg 4

3.ホソメコンプ胞子体の現存JLの周年変化

(】)生育密皮

平織と払検区における生育密度の変化をFlg 8に示した｡鋼玉期Hll中の生育密度の最大値は､平織

576本/TTt､ロ-プ施投867本/TTt(ロープ着生807本､岩盤着生60本)､対照75本/rTfであった｡ロー

プ施設の生育野齢 ま､対照の約115倍であった (FI古9)｡また､ロープ施設中の着盤上に着生してい

た拍子体の個体政は､対照の約8倍に相当した｡ロープ施設では胞子休の着生主が施設中の岩盤を含め

対照よりも多かった｡平溝では胞子体が前年の12月に既に肉眼的に出現していたと推定されるので､生

育密度のJi大時期bl月以前と考えられる｡平戦のコンプ胞子体が減耗する原因は､前述したように主

に物理やJ*要因が作用した結果である｡しかし､搬 区では4月から6月頃にかけてウニ頬にその菜状

鉢をaLしく摂食された｡特にこの時期のロープ施設では胞子休の生育密度の捷蛙な減少が観察され､そ

れは明らかにウニ頬の摂食が原因であった｡

(2)現存史

平故と拭験区における単位面横当りの湿重点の変化をFlglOに示した｡曳存立の最大時掛 ま､平iI

が4月､ロープ施投と対照が5月であった｡最大時期の現存Jaは､平故が99kg/nl､ローブ施設8.7

kg/TTT(ロープ着生57kg､岩盤着生3.0kg)､対凧日3kg/rTLであった｡ロープ施設の現存豆は平等

と同等であり､それは対牌の67倍であった｡



44 岡林英治 ･名畑進一･垣内攻宏

005

(

z

PLU
･U
)
A

)

■SUaP
aP

elq

＼

'＼

●＼

●＼
＼=

､､一一一■.■､

J F M A M J J A S 0 N D
1986

Flo8 Monthlychangeslnthedenslty

(tlurnberperrJ)ofL I.eJJgJOSa

lntheflatshorearea,therope

equLPmenL且reaandthecontrol

aTea SymbolsandexplanatlOn

aslnFIE A

5

(
T.
∈
･81)
d
o
L
｡
B
u
lP
U
e
l

S

FI甘g Photographshowlngfrondsor

LT'elLgJosagrownlntherope

equlPmenLarea(I0-12mdepth),

OnFebruary28.1986

J ド M A M J J A S 0 N D

1986

Flg10MonthlychangeslnthestandlngCropOltheFrondswet

welght(kgperrrT)OfL rell310581ntheflatshorercaf

area,L九eropeequlpmentareaandthecontrolarea

SymbolsandexplanatlOnaSlnFlg 4

4ウニ頬の生息状況

(1)忍格湾の湾奥における大型植食動物の分布状況

平乱上にはウニ規やエゾアワビの大型植食動物が周年ほとんど生息しない｡ただし､平横のコンプ群

落のT畑J蛸では､4月～9月にキタムラサキウニが最大約20僧体/nlの密皮で帯状に蛸娘してコンプ群

落の一部を摂食していた0-万､試験区ではエゾパフンウニ､キタムラサキウニ､エ/アワビが周年観
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蒸された｡

(2)ウニ畑の生息密度

a)cI-7'施設と対照の生息密度の周年変化

ローブ継投のウニ類とェノアワビの生息密度の変化をFlgllに示した｡ロープ施設では､掛 こエ/

･<7ンウニの三La密皮がホノメコ'/プ群落の変化に対応して変化した｡ロープ施設のエt/バフンウニと

キタムラサ+ウニの合計密度は､2月まで03個体～26個体/rdで低かった｡その後､ェゾJ<フンウニ

の密齢まコンプ群落の現存且の増加とともに増して行き､コンプの現存里が長大を示した1カ月後の6

月には44個体/nl(平均怨往39mm)の長大密度を記録した (Flg】2)｡ここでのキタムラサキウニ

の且大宮皮は7月の53個休/rJ(平均殻往4Llmm)にとどまった｡

対.gのウニ煩とエ'/アワビの生息密度の変化をFlg13に示した｡対照のエゾバフノウニとキタムラ

サキウニの合計&'皮は､2月まで05僧体～5個体/nlであった｡その後エゾバフンウニの密度が増加

し､5月には17個体/TTt(平均殻従39mm)の点火密皮を打己録した｡キタムラサキウニの密度は5月の

55個体/rrt(平均戯径L14mm)が最大であった｡

E7-プ施設と対輿ではホ./メコンプ群落が肉眼的に出現してからエ′パフンウニの明らかfl相集が特

徴的にみられた｡払暁区に生息するエ/パフンウニは､ホソメコンプ現存具の増加に対応して均染行動

をしていると言える(Flg8-10)｡ただし､ホ/メコンプの戯大現存且の多かった｡-ブ施設でエ/

バフンウニの舶来虫が最大となった時期は､ホノメコンプ現存虫の息大時期の 1カ月後であったb

J F M A M J J A S 0 N D

1986

FI8.ll.Monthlychangeslnthedensity(numberpernf)Ofthesea

urchlnSandtheabalonelntheropeequlpmentarea(I0-I2m

depth).
0- 0 SLJ-OI7gyJoceJ7LroLusJnLeTmedJus.
●･････● SLrongyJoceJ7LJ-OLus/ludus,
△ △ _HaJJoLJ'sdJSCuSJlannaL

b)れ潔l5mと20m地点の5月～7月における生息密度

水深15m地点におけるウニ頬の生息密度は､エゾパフンウニが6月にLI6個体/rrt(平均殻往32mm)

の高密度であった｡キタムラサキウニは5月に20個体/rrt(平均敏捷27mm)であった.工./パフンウ
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こか高密度に生息した理由は､このとき調速地点にfTったオオヒトエグサ､ケウJL,シグサ､ウラノ/な

どの合計約270g～750g/rJ(披度50-)00%)の流れ執 こ蛸典した結果である｡

水深20m地点におけるウニ頬の生息密皮は､エ/パフンウニが6月に24個体/rJ(平均殻径29mm)､

キタムラサキウニが7月に20個体/TJ(平均殻従3)mm)であった｡

June20,1986

Flo12.PhotographAandashowlngtheseaurchlnS,S '17LeTmedLuS
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Fig.13.Monthlychangesinthedenslty(numberperrJ)ofthesea

urchlnSandtheabalonelnthecontrolarea(10-12m depth).

Symbolsandexplanat10naSlnFIE 1)
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(3)ウニ頬の般往

試験区のロープ地役に相集したウニ頬の1月～9月の平均殻径の変化は､エ/パフンウニ37-4)mm､

キタムラサキウニ42-L18mmであった｡対照ではエ/J<フンウニ32-44mm､キタムラサキウニ31-LIT

mmであった｡水深15m地点の5月～7月の平均般径の変化は､エゾJ<フンウニ27･-33mm､キタム

ラサキウニ27-35mmであった｡同時期の水深2.OTTl地点では､エゾパフンウニ29-30mm､キタムラ

サキウニ3)～46mmであった｡

(4)エ/パフンウニの生殖典指数

El本海で一般にエ･/バフンウニの生殖巣垂JLが最大とflる5月～7月の各凋査場所の生粒巣指数の平

均値は､ロープ施投228､対照215､水深15m地点171､水深20m地点11.0であった｡

(5)ェ/パフンウニの消化管内容物について

a)ロープ施設および対照

5月と6月のロープ施設と対照におけるエ/パフンウニの消化管内容物の組成をF]g14とF)ど15に

示した｡また､同時期､同施設における海藻類の植生と現存魚をTable2に示した｡

5月のロープ地役ではホソメコンプの薬体片が粥査個体の88%の洞化管内に見られ､そのうち消化管

内占有割合の高い個体が45%を占めた｡この時期ロープbk投にはコンプが年間最大の87kg/Lrt生育し

ていた｡また､オオヒトエグサが調査個体の47%の消化管内に見られたが､消化管内占有割合の低い個

体が多かった｡6月のロープ施設に相集していた個体では､消化管内でのコンプ重体片の出現頻度は74

Frequency(%)
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Symbolsandexplanat10naSlnFIE14

%に低下した｡しかし､コノブ糞体の消化管内占有割合の高い個体はコ/プ摂食個休の74%を占め､個

体当りの摂食具は増加した｡この時期ロープ施設のコンプ現存長は5月の60%に減少していた06月の

ローブ施設では蛸娘密度を考慮した中位両横当りの摂食茄も大幅に増加したと推定される｡また､オオ

ヒトエグサの消化管内での出現頻度は59%に増加した｡ただし､このときのローブ施設のオオヒトエグ

サ現存虫は89g/Trlと低かったため､消化管内占有割合の低い個体が多かった｡なお､6月は撫節石灰

灘とその他海藻類以外のものを摂食している値休の割合が増加した｡

5月の対照のr/パフンウニの消化管内には､コンプとともに生育していたオオヒトユダサの重体片

が調査した個体の60%に見られ､術化管内占有割合はオオヒトユダサを摂食していた個体の42,6で高かっ

た｡ホソメコンプは詞査個体の45,6の消化管内に見られたが､消化管内占有割合の低い個体が多かった｡

この時期対照のコンプ現存豆は､ロープ施設の1/65の魚に当たる133g/nIであった｡6月の対照では

オオヒトエグサの消化管内での出現頻度は94%まで上昇し､r削ヒ管内占有割合の高い個体b全体の55%

を占めた｡ホソメコンプの出現頻度は5596にとどまったが､消化管内占有割合の特に多い個体が全体の

10%に見られた.6月の対照ではオオヒトエグサ､ホソメコ/プともに個体当りの摂食虫が増加したo

また､この時期は海藻頬以外のものも併せて抜食している個体が全体の42%に見られた｡

試験区のエ/パフンウニの摂食物の種校､およびその洞化管内における海藻類の出現梯皮と丘は､生

息場所の海藻類の植生および現存星と良く一致した｡
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T8ble2 ThestandlngCropOfthealgaearlSlnglntheropeequlPmentarea

andthecontrolarea(both10-12m depth),theI5m depthareeL

andthe20m deptharealnOshoroBay,ln14ayandJune.1986
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b)水薙l5rnと2()m地点

5月と6月の水深15mと20m地点におけるエ/パフンウニの消化管内容物の組成をFLg16とFlg17

に､海藻類の摘生と現存鬼をTable2にそれぞれ示した｡

5月の水深15m地点のエゾバフンウニの消化管内には､オオヒトエグサが調査個体の38%に､ケウ

ルングサが50%にそれぞれ見られた｡6月ではオオヒトユダサが調禿個体の80%に､ウラソゾが38%に

見られた｡6月では海藻較以外の物を併せて摂食している個体も非常に多く観察された｡特に､ここで

は5月の消化管内に見られなかった撫節石灰藻が､6月では関釜した個体の56%の消化管内で観察され

た｡これら結き削ま粥走時に存在した流れ藻の種煩とよく一致した｡

5月の水深20rn地点のエゾパフンウニの消化管内にはホソメコンプが粥杢個体の50%にみられたが､

その洞化管内占有割合は低かった｡水深20m地点には周年ほとんど海藻が存在しない｡しかし､5月

の調査地点にはホソメコンプの流れ藻が偶然存在し､調査個体の一郎はその流れ藻に蝦集していた｡こ

こでは5月､6月ともに海藻類以外のものを大豆に摂食していた｡特に5月の消化管内では見られなかっ

た無節石灰藻が6月では調透した全個体の消化管内で大豆に扱察された｡

5ホソメコンプ兼状部のウニ矧 こよる食害JLの変化

(1)忍格湾の湾奥におけるウニ類の食害について

平碩中央部のホソメコンプ弟状部には､一時軌小型の巻月掛 こよる敬小机食広がみられた以外､特に

ウニ頬によるものと推定される蚊血痕はみられなかった｡ホソメコンプがウニ類の食宮を受けるW Tは､

平織のホソメコンプ群落の沖側端の一郎と平織と迎接する援斜面およびそれ以孫の水深鞘である｡
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(2)ロープ施設における食害最の変化

ロープ施設に怒生したホソメコンプの斐状邸に占める食害面積の割合をEl視で測定した結果の平均値

の周年変化をFlg18に示した｡

1月～2月の丑状部上にはF)ど19に見られるとおり､植食動物による摂食痕が全く存在しなかった｡

その後4月から調査した胞子体の約50%の褒状部にウニ矧 こよる摂食痕が見られ､6月には全調査個体

に食宮が観察された｡

来状部の食書面械割合が50%以上の個体は､4月まで観察されなかったQしかし､5月になると食書

面横割合が50%以上の個体の出現雛 は調査個体の58%となり､7月にはさらに70%まで増加した｡そ

の後はエ/バフンウニの密度が激減することにより摂食最も急減し､さらにはかノメコンプ糞状部自身

の 一末枯れ'の進行で食害部分が流失することにより､薬状郡の外観的食宮面積割合が50%以上を示す

個体は減少して､再び同割合が50%未鵜の個体が増加し､それは9月までに調査個体の100%に適した｡

このようにエゾバフンウニによるかノメコンプの来状部の食書見は5月～7月にかけて最高に遠した

が､7月以降は減少した｡その後翌年の2月まではウニ堀の低密度状態が続いたこともあり､この7カ

月FWのホ/メコンプに対するウニ賊の併食圧は相当低かった｡なお､試験区のホソメコンプは､ウニ類

にその薬状部の先端部から摂食されたため､一時期それらの薬長が著しく減少するとともに肥大度が上
昇した｡
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Flg18Monthlychangeslnfrequencyofthegrazedpartsofthe

bladeofL.reJlgJOSabytheseaurchlnSlntherope

equlPmentarea(10-12m depth)
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□ □ <50% grazed. △- 1- △ >50% grazed

6.無軒石灰藻の態度と板tバク-ン

忍路湾においては無肺石灰轟のNeog･onIoJJL̂onsp が圧倒的に多く､今回調査した平攻と試壌区

の海底の岩食を被覆していた解析石灰藻も本感である.ただし､平後の中央部一帯では有節石灰藻のt:-

r)ヒパCoTallLnaPLluJJreraが康占種で､品質の60-80%を捷っていた｡

平織の沖mrJ端ではNeogonJoJLlhoT7Sp の披捜した岩盤上にホソメコンプが者生し､中央部付近-
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Flg19Companngthedegreeorgra2･lngOfthefrondsbythesea

urchlnSOntheropeequlpmentareaOnFebruary(A)and

June(B)ThefrondsonFebruaryarenotdamagedataH.
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体ではNeogonJoJLLhonspとともにどリヒパCora/JLnaPJJuJLJera机 大農に若生した岩盤上にコ

ンプ群落を形成していた｡

平韻と試挨区の岩魚上のNeogoJ7JloJLLJ70nSP の披度について､1986年と1987年に調査した結果を

Table3に示した｡平壌と地 区のNeogonLOlLLhonsp の披皮の平均値は共に約73%前後で､その

平均披度､変動範臥 岩野偏差には大差が認められず､統計的な有意差bなかった｡さらに､FIE.20

に示した平il上と故換区のNeogoIHOJILJloJ7SP の画像解析装定による解析写真に見られるとおり､

その披吐操様は良く類似しており､これらの点でも特散的な差は岨寮されIiかった｡

T8ble3.ThecoyerdegreeorNeogomoJlLhonsp onthenatural

substratalntheflatshorereefarea.theropeequipment

areaandthecontrolarea(both10-12m depth)lnOshoro

Bay.1nl986

Number Mean±SD Max Mln

Place (%) (%) (%)

FlatShoreree一arCa 5 72_9±970 853 60.9

Ropeequipmentarea
andcontrolarea 9 73.3±958 883 611
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7.現牲条件

(1)水温の周年変化

平壌の表層および試験区に近接した水深14m地点の表層と海底の水温の周年変化をFlg21に示 したo

水温は43℃～234℃の範閲で変化した｡綾斜面沖瑞では4月から9月にかけて平磯よりも低温 となる

傾向が見られたが､その値は大差なく､平壌と枚斜面沖始の水温条件はほぼ同じであったE,

(2)pHの周年変化

平積の表層および試験区に近接した水深14m地点の表層と海底 (水深14m)の海水のpHの周年変

化をFlg22に示 した｡平横と級斜面沖瑞の表層水のpHは828-876の範用で変化 した｡ ここでは､特

に2月から5月までホソメコンプ群落の現存臭の増加とE]中の光合成の活性の影書目)で87前後まで上

昇した｡ここのpHは9月にも多少上昇する傾向が見られた.媛斜面沖端の海底の海水のpHは平破およ

び後斜面の表層水と同様の変化傾向を示したが､pHは828-838の範囲でその周年変化は僅かであっ

′二｡
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(3)光条件

平功の空中と海中 (深度20crn)および拭鞍区梅丘近く(熟女12m)の光Jt子且の終日変化の事例と

して､1981年3月31日の測定結果をFlg23に示した｡なお､調査で実3tILf:光王子JLと軌文の関係は

lFLE･rT1-582uxであった｡

平破海中の光土子JLの変化傾向は終日にわたり空中と同一であるが､午前10時～午後0時頃までIi光

の水中における拡散と光JL子センサーの入射角皮との相互関係によると患われる現象により､空中の光
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史子臭を最大約20%上回り､逆にこれ以外の時間執 ま空中の光jL子Aを最大約15%下回る変化を示した｡

拭験区海底の光条件の変化傾向は柊El平哉海中と同じであるが､光孟子卦 ま平壌海中の光生子息を常

に約25%下回ったO

(4)海水流動

忍牌湾内には固有の潮流は存在せず (未発表資料)､海水流軌 ま噂らその時々の気象条件で起こる風

により発生している01984年2月 1日調査資料によれば､今回の試験区の深度70-80cm海中における

流速は平牡上の深度0-10cm海中の流速より沖一方向で約65%､その返しの流速では約95%も減表し

た値を示した｡このように億かfl深度の違いでもその場の海水涜勤王は大きく変動した｡

考 案

1.ホソメコンプの群落形成

今回平aでは10月(中)下旬～11月初旬にホノメコンプの遊走子が着底し､12月中旬頃に胞子体が大皇

発生したと推定される個体群が椴拝されたBしかし､試験区では胞子体の出現が平戦よりも1-2カ月

程度遅れた｡放映区の胞子体は､その出現時期の遅れに起因して平織の個体よりも小型であったが､糞

状串の基錐から10cm舌6位間の平均比成長率の最大値は､平韻の個体の最大値を20%上回り､成長速度

はむしろ平牡よりも高かった｡

就験区の胞子体の出現時期の遅れは､その兼状都全体の伸長成長の差となって表れた｡兼長の差は特

に対照に発生した個体において顧著で､ここの胞子体は平強の個体よりも遅く出現した分だけ成長王が

劣った｡これは活発に仲良成長する2月～3月の兼長の差が増幅された結果である｡ホソメコンプの胞
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子体の成長過程がその出現時期と密接に関係することは､船野L''､何軒 ト1日のホノメコンプの拍子

体の出射時期と茄状銘の成長との関係および成長率の周年変化についての報告でも知られている｡

ホノメコンプの個体群の長大成長とその成長率の周年変化は､今回の調査結果および阿部らlh川 や

金子ら川 の成長且の変化に関する報告から､拍子休の出現l制剛こ関係無く､時期的にある程度凶定さ

れている搬 であると考える｡すなわち､試験区においても拍子体の出現時期が平壌よりも1カ月以上

遜れない限り､その兼良等の成長は平牡発生群と差が生じず､堀合によっては上回ることもあると推定

される｡

拭峻区の粥壷では天顔の着軌 こ｡-プ益軒を付加したことで､その岩盤を含め中位面積当りの拍子ir{

の出軸 が増大した｡さらにE3-ブ施設のホノメコンプでは2n世代期に関して障害がなく､ここに発

生した拍子体は正常に成長した｡すなわち､水津12m良雄のごく浅い場所で通常ホソメコンプの群落

が形成されない原因は､並走子の付着点握を含むn世代Alに限定してあると考える｡払暁区のホソメコ

ンプでは遜走子期から配政体J剛こ至る生活iL程で､水練､島野や境､地形､E栄養海水などに起因する

低生産力の影書を受け､それに海水流動などの物理JP境の違いが作用して､n世代期個体群の発生や成

長が選れたり､発生且が低下することにより､その後に発生する拍子体の出現時期が選れたり､発生且

が低下していると考える｡この結果､胞子体の成長が平攻の個休部よりも遅れて小型となる胡所､拍子

休の出現虫の少ない場所､および拍子体の出現時期が遵いため短期間しか生育できない個体群の出現す

る推率の高い場所などが形成されると考える｡拭挨区におけるホソメコンプ遊走子の潮在的着生丘は多

いとみられ､n世代期の成長を阻害している環境要因をより詳細に解明して改善することで､ある一定

の胞子体出現宜が維持できれば､そこには平鎖と同等のホノメコンプ群落が形成されると考える｡

この仮税については､例えば後志地域に数年周期で訪れるコンプの豊漁年には､今回の試巌区にもコ

ンプ群落の形成される場合があること､過去に大規模中英等で搬 け地帯に数多く投入された人工基質

の中でも､比較的泣所域 (水深5m以浅)に改正されたものでは､そこに者生した拍子体の成長が比較

的良いにbかかわらず､早い場所では2年日から胞子体の着生が全く見られなくなるなどの事象からも

或付けられると考える｡

2.ホソメコンプに対するウニ類の机土圧

忍路帝の稗史林でコンプ胞子休を多く摂食しているのは､大型擁it動物のウニ煩とェゾアワビである

(阿部ら川 )｡今回の試挨区ではエゾJ<フンウニの密度の増軌 こよって､その摂食圧も大きく変動した｡

ここでは､概ねホ/メコt/プの現存主の相加とともにエゾパフンウニの輯集丘も増して行った｡ホ/メ

コンプに蛸集したエソ,<フンウニの洞化管内には多JLのコンプ兼体片が収集された｡餌料海事の有ると

ころに多くのウニが輯集するという括異は､垣内ら日)の+タムラサキウニに対する葉殖マコンブの拾

餌拭挨結果と一致する｡ただし､ホソメコンプの甘生見の多かったE3-ブbh投でエ/,<フンウニが最大

密度を示した時郷 士､コンプ現存Jiが年間長大且の約9kg/rrtに述した翌月の6月であった｡これは

ホソメコンプの現存Jtが一定水準を虚えた群落中では､逆にウニ畑の輔泉行動が抑制されることを示す

と考える｡

拭故区の拍子体の食害且の周年変化とりこ畑の密度の周年変化､および川村tJ)のエゾパフンウニの

放血JLは1月から5月にかけて高まり､9月から11月にかけてkE少するとした報告を併せて考えると､

ここのウニ畑がコンプ群落を消失させるだけの摂血圧を推持している期間は､せいぜい4月～6月まで

の3カ月であり､少なくとも11月～翌年2月までの期間では､ウニ類の技血圧がほとんど存在しfiいと

言える｡すなわち､放映区に発生して成長したホソメコンプ拍子体は時期的にウニ矧 こ大王に棋会され

て相当具が消失するが､それはホソメコンプのn世代j剛こ関しての阻害要因とは成っていない｡
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3基文集件

平銭と搬 区の海底の着盤上を被覆するNeogoluOLJLJ70nSpの披度は同じであった｡また､拭壌区

ではNeogoL7J'0IILhoI7Spの被覆の認められる岩軌 こロープを張ることにより､その中の岩盤上に対鮒

面の平均8倍の密皮のコンプ胞子体が肴生した｡忍路湾内で知節石灰藻の上に胞子体が群生することに

ついては､坂井 ･船野川1.)が既に報告している｡すなわち､正直ら日の報告に有るとおり､

NeogoI7IOJLLhonspは天然基質を披覆してb､無節石灰藻の一種エ'/イシゴロモなどに見られるよう

な表層細胞の剥#現穀は起こらないため､初糊コンプ群落の基質からの脱落など､コンプ群落の形成に

関する東大fl阻宮効34!はないと考える｡収にコンプのn世代期を中心にある程度の種rUJ娩争的な影Vが

あっても､他の句境要因を改善することで､充分その彩管を軽減することが可能であろう｡

4句境条件

(l)水温

ホソメコンプの並足子は16-17℃以上の水敵においては完全fi'定例体を形成せず､幼体の発生可能水

温は1-12℃で､発生jB温は1-9℃である川川 ｡また､ホソメコンプの配偶体の水温に対する生存

率は､畦姓にかかわらず､0-20℃の範EElで6日目は95%以上､31El目は90%前後である｡これは受持

可能温度でもあり､適温皮は10-】5℃である'7).,

(2)pH

船野川 は､配偶体のpHに関しての生存率は8駒後で最も良好であったとしている｡今回､ホソメコ

ンプのn世代期に当る12月～翌年 1月の平壌と紬 区の海水のpHは83郎l後で安定していた｡特に銭坂

区の海底付近の海水のpHは周年83前後であった｡平鎖と法挨区の海水のpHは､ホノメコ1/プの各生

活期について問題ないと言える｡ただし､ホソメコンプの着生基野およびそれを取り巻く微四境のpH

値については未知であり､今後検討を輩すると考える｡

(3)光条件

舶野77)は､配偶体は高照度 (10,000eux以上)にさらされると生存率その他に影書が現れ､5.000-
10.0002uxで良好であったとしている｡3月下旬の平Aと試験区の海中で5.0002ux以上の光灸件の存
在する期間は､平織が午前6時～午後4時までの106聞 (長大県政約53.0002ux)､試壌区で午前7時

～午後4時までの9時間 (点大槻 勺40.0002ux)であった｡3月下旬の平故と試壌区の光灸件では､

ZZ壌区でホソメコンプの配供体に必要な下限照度の推挽時間で1時間短く､風狂で約25%劣っていた｡

ホソメコンプがn世代期をjAこす11月～12月頃の光条件と､本調査の結果とは時期が異なるため多少相

迩するであろう｡しかし､いずれにしても船野27)の報告から考えて､ホソメコンプのn世代期の生活

を左右するはど重大な問題ではないと考える｡ただし､試験区の胞子体の出現時期が､平aに比べ選れ

ることに多少関係しているかもしれない｡

(Ll)海水流動

忍路碕内にEa有の潮流はなく､気象灸件に起因した風だけが海水の移動に関係している｡今回の平織

(深度0-10cmの位荘)と払壌区 (深度70-80cmの位置)の流速の実測結果では､試験区が平qt上よ

りb約659i下回った｡このような洗速の差はホソメコンプのn世代期の生活に東大11彰fをもたらし､

括黒として拍子体の生育水深を制限している可能性が考えられる｡ホソメコンプ各生活期個体の成長お

よび群落発達における漁連の重要性については､船野川 日 日が今回の結果と肯定的に結び付く報告を

している｡

現に1987年の冬期MIにEl本港沿岸の後志管内において何十年来と言える大時化が挨発して強い海水鼓

動が起こった後､天顔漁場のホノメコンプ群落の垂直分布域が 上̀下'に拡大された｡この年は今回の
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詞杢場所でも平ヰ～水凍15TTl地点に至る広い範朗に､高い現存宜を有するホソメコンプ群落が形成さ

れたうえ､水深12m地点では胞子休の兼良が3mを越える大壷の個体が観察されて伸長生長も非常に

良好であった｡

(5)栄蓑塩

ホソメコンプにとって海中の栄寒JB最は､ある程度高温皮であることが望まい ､｡今回の平織と拭検

区の水砕菱では海中の朱美塩見に殆ど差が存在しないと考える｡しかし､前述した流速の差をhLJ昧して

平壌と拭峻区の制止時W当たりの栄養塩灸件を想定すると､そこには実質的に大きな差が発生している

可能性がある｡今後は､これらの赦耳J&についても検討が必要である｡

(6)ホソメコンプの生育水深

著者らは､人工品質では設置後放年間だけ､その周辺地域の天顔漁朋の垂直分布域よりも並かに広い

水深帯でホノメコンプの群落が形成される (坂井川 ､船野=)､垣内'り)理由として､主にそのn世

代期における生育や鰍 こ不足している重来が付加又は特売されて､その生活に関する各種IL!J屈が桐去又

は排除されるからであろうとの伝説が十分成り立つと考えている｡さらには､種々の人工俄の造成をEj

的とした大R損串茶等の事粥報告の中で､人工題矧こ着生するホソメコンプ重体の大きさ､肥大皮およ

び現存且は､浅所竣以外では人工礁を造成する場所の水深の増加に伴い低下することから､一般のホソ

メコンプ漁場においてもホソメコンプの群落形成に影fするBZ墳要因の間組点の所在する生活nlFLnを､

遊走子期～配供体j剛こ至るn世代月に限定して論じることができるのは､水沫2Tn以浅提皮の範凶だけ

であろうと考える｡それ以決の場所では､光エネルギー豆の-居の低下や海水の停滞などの理化学的原

始要因の影fで､ホソメコンプの初期発生 (n世代朋)に対する阻宮蟹田が一層強くなる｡また､この

ような環境要因の憩化は胞子体の小型化や肥大生長および成熟能力の低下などの田J題b発生させるだろ

う｡

要 約

北海道小格市忍路碑の輔車の水深30-L10cmの平壌では､ホ･/メコンプ群落が毎年形成される.しか

し､その平且と連税した水沫1-12mの抜斜面岩怒上においては､通常ホソメコンプ群落が形成され

ない｡この原因を明らかにするため､その後斜面を盤にロ-プを蛋り付けて､ホノメコンプを発生させ､

その群落形成について平aの盤台と比較した｡

1.ホノメコンブ群落は平鎖とロープ施掛 こ形成されたが､ロープ施設に隣接した同L:水深の凍斜面

岩盤 (対照)には形成されなかった｡

2.ロープ施投と対照のホソメコン7'拍子体の兼良は､その山現時期の遅れとウニ矧こよる食者によっ

て､平壌の個体よりも小型であった｡しかし､兼良の生長速度は平鎖のそれに倭った｡

3.ローブ施投と対照のホソメコンプ胞子体は､4月～6月には主にエゾパフンウニに摂食され､多

くの個体が消失した｡しかし､11月～翌年2月にはウニまかこ摂食されなかった｡ここでは､ホソメコン

プの現存史の増加とともにエゾパフンウニも蛸発生を増して行った｡

4平織とそれに連投した水深1-12rnの扱斜面岩盤上の無師石灰許Neog･olLLOJLLhoAspの披皮の

平均値はどちらも約73,6で､有意な差がなかった｡

5.水薙l2m地点の理化学的町境のうち､水温､pHおよび照度はホソメコンプの各生活期について

問題がなかった｡しかし11から､涜速は水深30qOcmの平牡上よりも約65%下回った｡

6.平書と連続した水深1-I2mの援斜面岩盤に人為的に発生させたホソメコ/プの群落形成につい
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て､その2n世代好日こ朗しては障背かなかった｡それゆえ､その扱斜面岩金において通常ホノメコンプ

の群落が形成されない原因は､遊走+の付点過程を含むn世代恥 こあると考える｡
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北水拭研頼 35,61-62(1990)
ScIRepHokkaLdoFIShExpStn

稚魚ネット表層曳きによるホッケ稚魚

採集個体数の日周変化 (短報)

土 門 和 子 ･ 鳥 津 雅

(北海in'立中央水産試験機)

DlelchangesinthemュmberofJuvenileArabesqtle
greenllng,Pleur･ogrammLLSaZOnuS,COllected

wlthasurfacelarvanet

KazukoDoMONandMasaruToRISAWA
HoMazfゐCTen/′冴/FLSAerleS物 JnenZC/STzoILOn,

yToL(カL,JYokをaLdoLul,Jajm

北海道西岸積丹半島沖合の日本海に出現するホッケ稚魚の分布魚を把握するため､稚魚ネソトによる

表層曳きを実施したところ､採集個体数に新著な日周変化が抜められたので､その知見を報告する｡

材 料 と 方 法

1990年 2月26-28Elの期間に､北海道立中央水産試験場所属調査船 ｢おやしお丸 (237トン)｣を使

用し､積丹半島沖の日本海の2点 (St 1 43●30'N､140●30-E､St 2･43◆30■N､1401

00'E)で､3時間ごとに稚魚ネット口径13m､長さ45m (上部 bL:柄 ,3m､下郎 ･絹 GC45.

15m)の表層10分曳き(船速2ノソり を行った｡得られたホッケ椎鰍 ま､採娘後､直ちに5%ホル

マリン海水でB]定し､研究室に持ち帰り､個体数を計放した｡全長はノギスを用いて05m血単位で測定

した｡

結 果 と 考 察

御重を行った2点とも､はば同様な結果が得られ､ホッケ稚魚の採集個体数は､時間鰐によって著し

く果なっていた｡すなわち､ホyケ稚魚はEl申ほとんど採集されず (0-5個体)､大部分の個体は､

夜間に採娘された｡また､夜間でも､特に日没直後に採集個体数が多い偵向がみられ､この時間掛 こそ

れぞれの調査点の全採娘個体数の84% (430個体)と40% (107個体)にあたる個体が採集された (FL富

I)｡採集されたホッケ稚魚の全長は､90-360mmの範囲にあり､150-199m血のものが最も多かった

(Figl)｡

稚魚ネ'トの表層曳きによるホッケ稚魚の媒染個体政にはEl周変化があり､夜間に多く採集されるこ

とは､すでにSHJMOMtIRA and FuJ{ATAKT(1957)によって報告されており､本調査の結果はそれを

裏付けた｡なお､彼らは日没時刻とE7出時刻を明記しておらず､これらとホッケ採集個体数の関係は不

明であったが､本調査では､ホ･ツケ稚魚は日没直後に最も多く採艶されることが示唆された｡

報文番号 A170(1990年8月23日受理)
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この原因としては､ホノケ稚魚がEl中表眉にほとんど分布せず､E]没直後に表層に移動し､以降再び深

みに移動する垂直日周移動をしていることや､ネットに対する稚魚の回避能力に時刻による差があるこ

と､さらにはこれらの組合せなどが考えられる｡

現在､北海道立水産拭検収ではホッケ稚魚の分布良から資源加人見を推定することを計画しているが､

今後稚魚ネットの表層曳きによって分布豆を調査する際には､ホッケ稚魚の採集個体数にEl周変化があ

ることが示唆されたことから､表層のみでなく､各水深帝を層別に採集し､ホッケ稚魚の分布生態を明

らかにした上で､採光時ELIJ膚を限定するなどの適当な措置を取る必要があろう｡
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水中テレビカメラによる若齢ケガ二の観察 (短報 )

佐 々 木 潤 ･ 三 宅 博 哉 ･ 本 間 隆 之

(北海皿立釧路水産試験場)
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ケガ二 ET･上maCruSLSeribeckH (BRANDT)は､北海iEにおける東野な水産野坂であるBその資

源の推持 ･増大をEg]るため､近年､種苗生産や種苗放流が行われるようになった｡しかし､これらを実

施するのに必要な知見である自然下での若齢ガ二の生.Qiや生育堀(nurseryground)に関する報告は､

阿部 (1977･1982)､鳥葎 (1986)の例があるのみで充分とはいえない｡

本研究では､水中テレビカメラにより自然下での若搬ケガ二の生.Iを初めて椴蕪するのに成功したの

で､その結果を報告する｡本文に先立ち､調査の実施にごtB力いただいた北海並立都路水産試故地用ki

荊5天昭丸乗組月の皆様に臓 の意を義する｡

材 料 と 方 法

粥壷は北海皿立釧路水産払暁収用船第5天昭丸 (1216トン)で､1989年10月3日午後 1時から2時

に北海道史郎太平洋仁王釧路市桂恋沖､水深36地点 (42●54'N､144●241E)において行われた｡

使用した水中テレビカメラは､ ｢水中テレビジョン｡ポット｣有来日航式知人探査機 KOWAloo

MARINEDASHである｡照明は､本装跡 こ鼓せされているハロゲンランプ (150W 2灯)の水や

探照灯を用いた｡水中テレビカメラによる観察は､船をアンカーでEEl定後実施し､探索範囲はおよそ314

7Jであった｡得られた映像は､ビデオテープに収録し､解析した｡さらに､映像で得られたケガこの大

きさを推定するために81蕪終了後､同地点で ｢名平式ビームト｡-ル｣ (佐々木 ･名平 1990)を用い､

ケガ二を採集した｡8本は10%フォルマリン浴液で固定後､甲長を測定した｡また､畠宙水臥 ま転倒温

度計で判定した｡

報文番号 A171 (1990年8月23日受理)



6LI 佐々木 潤･三宅縛哉･本間隆之

結 果 と 考 案

水中テレビカメラからの鵬 の解析結娘から､椴

察地点の海底は不税別fl凹凸を里し､鹿野は泥混

じりの細砂で､エl/ハマグリ LLOCyma/2TLLCZLLOSO

(COULD)の殻が散乱していることが伴姥され

た (FlgI)｡庇層水温は15℃であった｡｢水
中テレビジタンロポッH が着威した軌 こ耕い上

がった泥は､瀬流により10秒ほどで映像から消え

去った｡また､透明度が低いため無照明下では扱

蕪が不可能であった｡

画像上のケガ二は､バッチ状に分布し､小型僧

体は小集EElを形成していた｡これらの個休は活発

に活動しており､抜出行動､グルーミング(訂00 m-

ing)および瀬抄行動が稚謬された｡また､水中

抹鼠灯の光にはほとんど反応しなかった｡これら

のケガ二は､扶集されたエ/-マグリ(平均改良

14cd)､N-99､SD-026)やケガニ (佐々木 ･

名平 1990Tablel)の大きさから推定すると､

それぞれ､甲良約5cm(Fig 1-a)､甲良約

3cm(Flg 1-b)､甲良約 1cm(FI昔 l-

C､I-d)の個体と考えられた｡

何部 (1977･1982)の発育段階によると､甲良

約1cmの僧体は推ガ二期 (youngsLJig占)､甲

良約3cmの個体は束成体期(lmmatureStage)､

甲良約5cJDの個体は成体期 (adultstage)のケ

ガ二と考えられる｡

束成体と成休が同所的に生息 していることは､

ベニズワイuニChLOnOだeLesノGPOnLCLLS

RATHBUNで稚拷されているが (伊藤 1983)､

本調査轄黒からケガ二においても同様のことが経

理された｡

文

FI9.1.UnderwaterteleyislOnpicturesor
hal一Crabsa136m indepthoffKalurakol
(42■54'N.144'24'E)nearKushlrOOnOcto-
ber3,1989Car.apacelengthofthecrabs
are-abouL5cm (a),3cm (b).andlcm (c

andd,showlngarrows)

#

阿邸晃治 (1977) nl束近海におけるケガこの初期生活 第8回北洋研究シンポジウム 水産海洋

研究会報 31 14-19

円林泉治 (1982) ケガ二の脱皮回政と成長について El水誌 48(2) 157-163

伊藤勝千代 (1983) ｢しんかい 2000｣による潜水詞査 1. ベニズワイガニの生活の一端にふれ
て E)本海区水産拭換研究連絡ニュース 326 I-5

佐々木浦 ･名平 窮 (1990) 抗い ､若齢ケガこの採集器具と扶泉結果 北水試研和 35 29-36

鳥浄 雅 (1986) 北海道東都太平洋海域におけるケガ二推ガ二の分布と成長 栽培技研 15(1)

43-49
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<外部刊行物への発表 平成元年皮分>

海 洋 部 門

1.1988年海域伸輔 北海道周辺海域 小鳥守之 (中央水鼓)水産海洋研究 53(2)218-2191989

2.TheyaluableandvulnerableresourcesintheSeasofJapanarLdOkhot,Sk the

herrlngflSherleSlntherclatlOnLoseatemperaturelnrecentyears小鳥守之 ･田村炎樹

(中央水拭)El本海オホーツク海の賢者管理に関する国際会戦gt済要旨 ナホトカ 1989(印刷中)

3北太平洋亜寒帯域の水塊特性とその生成 ･変質横領 崩月半島付近の長期水温変軌 こついて 田中

伊持 (中央水玉式)東大海洋研大槌塩梅研究センター報告 15 69-70 1989 平成元年度共同利用

研究柴会硫汝要旨

4Long-term changesofcoastalseatemperattJreOnthewestcoastofHokkaldo.Japan.

wlth respecHo herringresources EE沖 伊枚 (中央水拭)浮魚資源とそのEE境の長期変動

に関する国際ノンポジウム ポスターセッション発表要旨 仙台 1989(印刷中)

5.DaytlmeSurfaceswarmsoftheeuphauSlldT/lySarLOeSSa lnermESOffthewest

coasLofHokkaldo.northernJapan 小J:i守之はか く中央水試) MarlneBIOlogy102

369_3761989

漁 業 資 源 部 門

6.ThreespecleSOfphlOmetrldnematodesfrom flSheslnJapan 長洋和也はか (中央水拭)

FollaParasltOlogica(Praha)36127-1411989

7.0bservatlOnSOnSOrnenematOdesparaSltlClrLJapanesefreshwaterflShes‥長洋和也は

か (中央水試)FollaParasltOIogica(Praha)36143-1511989

8.Acheckll$landblbllOgraphyofparasIteSOHreshwalerrlShesofHokkaldo:長帝和也

はか(中央水拭)SclentllicReportsoltheHokhldoFIShHatchery44ト491989

9,Co)orvariatlOnOFspotslnSaLueLInLLSLeucomaerLISlnnorthernHonshu.Jap8m長存和

也(中央水江)PhyslOlogyandEcology(Japan)Speclalyolumep.69-761989

10.MICrOblalarLdrung81dlSeaSeSlnmaSuand8magOS817nOnandchartscultured

lnJapan areYleW 長葎和也 (中央水試) PhyslOlogyandEcology(Japan)Special

yolumep54)-5581989

ll.ThellEccycleolAnlSahLSSimpLeェ:長洋和也 (中央水拭)Reportfrom aworkshop

NematodeproblemslnNorthAtlanticflSh lnKle),WestGermany tntCounc

ExpISea.C/M,F6p.3-81989
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12.OceandistributionofAslan且ndNorthAmerlCanChlnOOksalmon(Chco′わ叩êLZS

LcJkLLグLsê∂,delermLnedbythetagparASltCSMyrobo/LLSO′切 LCLLSand M nem bE'LLS

(ProtoZ:0且･Myxozo且)長洋和也はか(中央水試)DocumentsubmittedLothe36thAnnual

MeetlngOrlnternatlOnalNorthPaclflCFISherleSCommlSS10np1-191989

13.魚矧 こ寄生するカイアン頬ペンネラ科の分類と生腰 艮滞和也 (中央水江)寄生虫分頬形態難詰会

会報 7 5-8 1989

14.ホタテガイのベクテノフィルス症､アカントケファルス症､レベオフテイル症､サルミンコテ症､

ニゴロブナのクリ/ストマム症 長洋和也 (中央水江)魚嫡BEl藍 (畑井宮司蛾､小川和夫､広瀬一

美編集)繰書房 炎京 p116.168.】69.170.2191989

15.水族寄生虫/-ト ② わいた寄生虫､サンマヒ.}キムシ.長帝和也 (中央水試)海洋と生物 11

128-1291989

16水族寄生虫/-ト ③ ホタテガイに寄生するフクロムシ 艮洋和也 (中央水式)海洋と生物 11

232-2331989

17.水族寄生虫/-ト ④ 北洋ベニザケの内舶 着症 長津和也 (中央水拭)海洋と生物 日 3201

3211989

1&水族寄生虫ノート (9 Ej本の虫､ドイツの虫 長津和也 (中央水杭)海洋と生物 11402･403

1989
19水族寄生虫ノート (参 汲水にすむ海の寄生虫 長洋和也 (中央水拭)海洋と生物 1252-531990

20.水族寄生虫ノート (》 役に立っ寄生虫 艮洋和也 (中央水試)海洋と生物 12521531990

21魚体に巣くう主役たち(134)ホタテガイのベクテノフィルス症 :長洋和也 (中央水913)兼猶 27(2)

391990

22.WalleyepollockflSheryAndmArLagemenLlntheNemuroStraltSea0rOkhoLsk.Ho-

kkaLdo 吉田英世 (釧路水試)Proc lntSymp BIOIMgmt.WalleyePollockNov.19 8 8 .

Anchar8ge.Alaska.AlaLSkASeaGrantReportNo.8911UnlV.OfAlaska1989

23.tR室海峡におけるスケトウダラの漁兼と管理 .吉田美推 (釧路水拭)第36回E]本生態学会i*淑要旨

# 1989

24.我が国におけるマyラ賢者とその生態 吉田英碓ほか (釧路水江)水産 ｢技'diと蛭宮｣36(1)1990

25北海道北林海域のマガレイ賛轟 福田敏光 (中央水試)水産海洋研究 53(3)1989

26,主要魚種のキ蔽管理手法 ｢ヒラメ･カレイ｣ ･富永 佳 (中央水拭)北海道周辺海域の魚族資源シ

ンポジウム賞料 22-26北海道指g連 1989

27.日本海回避群の回並実態の把捉 .長洋和也･佐々木文雄 ･dE見達也 ･土F'EI和子･三浦正基 ･山下丘

(中央水拭)昭和63年皮 ｢近海漁業賢巌の家魚化システムの開発に関する栓合研究｣ (マリ-/ラン

チング計画)プログレス･レポート クロマグロ(9) 遺研 pLl7-601989

28道東海域のンシ十モ資源 吉田英雄 (釧路水試)海､魚､生活 3L11990

29スルメイカた源の研究の現状と将来展望一特に系統群について 中田 辞 (南柏水試)第21回北洋

研究シンポジウムyt演要旨 1990

30.スルメイカのt!乱放濃に用いる標識の種類と再捕率 ILl見達也 (中央水試)昭和6糊 イカ琉資源･

漁海況換討会議研究報告 (17)E]水研 121-1241990

31日本海浅海域におけるアミ類の地理分布 :富永 修はか く中央水拭)E3本海ブロックZa:挨研究集録

日水研 く15)43-571989

32I/連の水産研究 Q) 太平洋の生物資源 カタクチイワシ:高 唱宏 (別路水式)水産の研究 8(3)
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33.ノ連の水産研究 ㊨ オホーツク海の海産哨乳規の産業的利用および研究の歴史 高 昭宏 (il搭

水式) 水産の研究 8(4)1989

34.ソ連の水産研究 ㊨ 千島･北海道のコマイの分布の特徴および政見 苗 昭宏 (釧路水試)水産

の研究 8(5) 】989

35.ノ連の水産研究 ㊨ 日本海におけるソ連経済水域の魚類生産性 .商 昭宏 (釧路水試)水産の研

究 8(6)1989

36.ソ連の水産研究 ⑬ 北西太平洋外洋域へのマ7ジおよびウマプラハギの大見投入について .

高 昭宏 (釧路水江)水産の研究 9(I) 1990

37.ソ連の水産研究 ㊨ 太平洋の生物賢蘇 主要漁業区域 日本海 商 昭宏 (illr給水試)水産の研

2 9(2)1990

増 強 部 門

38余市沿岸水によるマツカワ人工種苗の0●故から1'色の成長 矧 こよ期間の成長停軌 こついて

三浦宏だ (中央水試)日本水産学会北海道支帯大全要旨 1990

39.UllrasLruclureofthesaccul且rePlthcllumandotollthlCmembranelnrelatlOntOOt0-

11thgrowthlnTilaplaOreocJlrOmES nlLolicLLS(TelessLelCIChlldae)斎藤節姓 (栽培セ/

ター)TramsAm MICrOSCSoc108(3)223-2381989

40.異なる親日から手等たエ/アワビ人工擢IHl'の月掛色相変災 門Nl称伸 (栽培センター)平成元年波El

本水産学会春季大会研浪要旨集 1989

41.SelectlVebreedlngandreseedlngOEAbalonelnHokkaLdo.JapanFEl間者博 (面相水も()

第1匝lアワビの生物学､漁美および集,削こ関する国鞍 シンポジウム メ+ シコ (ラJ<ズ) 1989

42ウニの任占する不毛の海域 名畑進一 (釧路水拭)海､魚､生活 271989

43.着内湾における植物プランクトン辞典のサイズ舶 宮Egl手はか (月産水試)El本水産学会北海

道支♯例会iL由要旨 1990

44.岩内清のピコプランクトン群集におけるCyanobacterlaの重要性 :宮圃 章はか (網走水式)日

本水産学会北海並支解例会Z+汝要旨 1990

45.岩内湾における粒状百枚炭素および粒状有機宝兼のフラyクスについて 宮聞 手はか(析走水式)

日本水産学会北海並支部例会Z*済要旨 1990
46植物の利用と開発 噴火湾の水産開発と許頬 松山患二 (中央水試)日本植物学会北海道支部窮37

回大会要旨 1989

加 工 部 fI1

47.粥昧カズ/コの保存性向上鼓挨 今村珪磨 .加藤虎仁 (i?l鴇水式)窮23匝l水産物利用加工法壌研究

全国連絡会故文科 p.2151989

48マイワシを原料としたエクストルージョン･クッキング 飯田叫之 ･北川雅彦 ･信太茂春 ･絹本鍵

司･相沢 悟 (釧路水試)第23回水産物利用加工江坂研究全国連絡会社資料 p20-231989



サンマ大型魚の漁況変動について

小 林 布

中南部千島海域からiB東海も点でのサンマの好､

不漁は､中型魚よりも大型魚の多赤によって左右

されるといわれている｡そこで､漁況変動の内容

を明らかにするため､1972年から●79年までの8カ

年の賢料を用いて､大型魚を対奴に魚群の来遊状

態を検討した｡

その精巣､好漁年 (1973年､■75年､■78年､'79

年)は､漁期初めの8月下旬から漁期末の10月下

旬頓まで､南下条何期の魚群が波状的に噸次出現

し､その密度は5.000･～15.000尾/網と高く､肥蕪

皮も4L1-50と高かった｡一万､不漁年 (1972年､

●74年､176年､177年)は､魚群の出現政も散発的

で､密度も5,000尾/網と低く､肥瀧度も42-45

と低かった｡さらに不漁年の特徴として､漁期初

め (1976年)あるいは漁期半ば (】972年､†74年ー'

77年)で南下東研期からより密皮の低い産卵準備

期へと移行することがあげられる｡

A167 北水まま研報 35 I-28 1990

新 しい若齢ケガ二の採集器具と採暮結果

佐々木 濁 ･名平 窮

本報告は､若齢ケガこの採娘を目的とした採集

器具 ｢名平式ビームトロール｣の開発結果とこの

器具を用いた若齢ケガこの採水結果である｡

この採集巻貝の特徴は､開口のために抽粥部に

鉄勲のど-ムを持つこと､湘砂している若齢ケガ

二を採集するために胴的林の開口部に歯の付いた

ビームを持つこと､大魚の滝が入網 した場合の処

理のために嗣網邸が脱着可能なことである｡この

生臭を用いて､1989年10月3日に北海道東部太平

洋岸桂変沖､水深36m地点で甲良10-52cmのケガ

ニ157個体を採集した｡

A168 北水試研報 35 29136 1990

ホソメコンプの群落形成が阻害される原因に

ついての一考察

阿部英治 ･名舶進一 ･垣内政宏

小村市忍路湾の特典水深 1-I2mの後斜面岩盤

上において､通常ホソメコンプ群落が形成されな

い原因を明らかにするため､そのJAにローブを張

り付けて､ホソメコンプを発生させ､その群落形

成について水深30-40cmの平iIの場合と比較した｡

その結梨､不ソメコンプ鮮落は平故とl3-7'施

投に形成されたが､ローブ施設に熊接した同じ水

深の嬢斜面着軌 こは形成されなかった｡水深1-1.

2mのロープ施設を含む捷斜面岩盤のホソメコンプ

胞子体の兼良は平後の個体よりも小型であったが､

その成長速度は平接のそれに使った｡ここのコン

プ拍子体は4月-6月に主としてエゾパフンウニ

に摂食されたが11月～翌年2月にはウニ焔に抜会

されri'かった｡水深1.2m地点の水温､pHおよび

興皮はホソメコンプの各生活期に讃していた｡し

かしながら､洗速は水深30-40cmの平壌上よりも

約65%下回った｡水深1-12mの扱斜面岩盤では

ホソメコプの2n世代期の群落形成に関してNL書

がなかった.それゆえ､ここで通常ホソメコンプ

群落が形成され11い原臥 ま､遜走子の付着過程を

含むn世代期にあると考える｡

A169 北水王式研報 35 37-60 1990



稚魚ネット表fF曳きによるホッケ稚魚採暮個

体数の日周変化 (短相)

土門和子･鳥葎 雅

北海道積丹半島沖の日本海の2点 (St.1 43●

30■N､140'30●E､SL2 43■3(∫N､lLl'oq

E)で､3時間ごとに稚魚ネソトによる表層10分

曳きを行い､採地されたホッケ稚魚の個体数を調

べた｡その結果､ホッケ稚魚はEl中はほとんど採

難されず､大部分の個体は夜間に採集された｡ま

た､夜間でも､特にE)改正後に採集個体数が多い

傾向がみられ､稚魚ネyトの去月曳さによるホッ

ケ稚魚の採集個体数には日周変化があることが示

唆された｡

A170 北水試研報 35 61-62 1990

水中テレビカメラによる若齢ケガ二の観察

(短軸)

佐々木 浦 ･三宅特哉･本間隆之

1989年10月38､釧路市桂恋沖水深36m地点に

おいて水中テレビジ3)ンロボ･Jトを用いて､若齢

ケかこの生.Sを扱蕪した｡

恐察地点は､エ/ハマグリの穀が散乱する凸凹

の多い尤混じりの砂地で､透明度は非常に低いこ

とがうかがわれた｡底届水温は15℃であった｡甲

良約5cm､3cm､】cJDと推定されるケガニ個体が､

摂餌行動､グルーミング､および潜砂行動などを

活発に行っていた｡

A171 北水拭研報 35 63-64 1990



北 海 道 立 水 産 試 験 場

046
北 海 道 立 中 央 水 産 試 験 場 余市郡余市町浜中町238
(HokkaldoCentralFISherleSExperlmentaJStat10n)(YoIChl,Hokkaldo 046.Japan)

北 海 道 立 函 館 水 産 試 験 場
(HokkaldoHakodateFISherleSExperimentalStation)

北 海道立函館水産試験場室蘭支場
(MuroranBranch,HokkaldoHakodateFISherLeS

ExperlmenLalStation)

北 海 道 立 釧 路 水 産 試 験 場

042
函館市湯川町1-2-66
(Yunokawa,Hakod8te.

051 Hokkaldo O42･Japan)
室蘭市舟見町 ト133-31
(FunamlCho.Muroran,

085 Hokkaldooらl,Japan)
釧路市浜町2-6

(HokkaldoKushlrOFISherleSExperlmenはlStat10n)rHamacho,KushlrO.

099-31
Hokkaldo085,Japan)

北 海 道 立 網 走 水 産 試 験 場
(HokkaldoAbashlrlFISherleSExperlrnenLalStaLIOn)

北海並立網走水産試験場紋別支場
(MonbetsuBranch,HokkaldoAbashlrl

FISherleSExperlmentalStat10n)

北 海 道 立 稚 内 水 産 試 験 場
(HokkaldoWakkanalFIShenesExpenmentalStatlOn)

北 海道 立栽 培 漁業総 合 セ ンター
(HokkaldoTnstLtuteOfManculture)

網走市鱒浦31
(Masuura.Abashlrl.

094 HokkaldoO99-31IJapan)
紋別市港町7
(MlnaLomachl.Monbetsu,

097 Hokkaldo O941Japan)
稚内市宝来4-5-4
(Horal,Wakkanal.

041-14
Hokkaldo o97,Japan)

茅部郡鹿部町字本別539-112
(ShLkabe,Hokkaldo O4]-]4.Japan)
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